
漸

」

下
寺
春
秋
楚
墓
考

一
二
号
墓
の
被
葬
者
と
そ
の
時
代
一

山

田

崇

仁

【
要
旨
】
　
～
九
七
七
年
一
〇
月
に
河
南
省
南
部
で
発
見
さ
れ
た
漸
川
下
寺
春
秋
楚
墓
は
、
春
秋
中
期
後
半
か
ら
晩
期
に
か
け
て
造
営
さ
れ
た
楚
大
夫
層
の

等
温
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
最
大
規
模
の
二
号
墓
被
葬
者
に
つ
い
て
、
従
来
「
王
子
午
」
「
逡
子
縞
」
の
二
説
が
提
示
さ
れ
、
意
見
の
一
致
を
見
な
か
っ

た
。
ま
た
、
従
来
の
楚
史
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
両
者
の
時
代
を
単
独
に
取
り
扱
う
事
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
論
で
は
叢
論
の
解
明
を
試
み
、

二
号
墓
の
被
葬
者
を
「
廃
駅
薦
」
と
し
、
墓
群
全
体
を
下
寺
支
配
層
の
も
の
と
す
る
。
二
章
で
は
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
蓮
子
薦
の
出
身
世
族
で
あ
る
杣

下
に
つ
い
て
そ
の
歴
史
を
整
理
し
、
還
子
凋
が
登
場
す
る
背
崇
に
つ
い
て
探
る
。
そ
し
て
、
旧
世
族
連
合
政
権
で
あ
る
彼
の
政
権
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の

中
で
彼
が
国
内
政
治
の
建
て
直
し
の
為
、
楚
型
世
族
よ
り
中
原
型
世
族
へ
の
変
換
を
指
向
し
、
　
環
と
し
て
漸
川
下
寺
付
近
を
自
邑
と
す
べ
く
行
動
し
た

と
す
る
。
結
果
と
し
て
、
蓮
氏
と
い
う
従
来
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
世
族
を
岩
登
に
位
置
づ
け
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吏
林
　
八
O
巻
鍍
号
　
一
九
九
七
年
七
月

瀬川下寺春秋楚墓考（山田）

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
｝
九
七
七
年
一
〇
月
、
河
南
省
漸
川
県
南
五
〇
㎞
、
下
寺
の
北
五
〇
〇
m
の
千
千
ダ
ム
湖
の
畔
で
一
つ
の
墓
が
見
つ
か
り
、
翌
年
の
調
査
で

二
＋
四
九
の
羅
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
世
羅
下
寺
春
秋
楚
墓
避
で
あ
る
。
『
墨
型
下
寺
春
秋
楚
蓋
（
以
下
『
下
毒
に
よ
れ
ば
、
本
圃

晶
群
は
春
秋
申
期
後
半
か
ら
晩
期
に
か
け
て
造
営
さ
れ
た
大
中
虚
報
霊
異
・
黒
旗
坑
と
見
ら
れ
る
小
型
墓
十
五
基
・
車
馬
坑
五
識
が
確
認
さ
れ
　
6
7



た
。
『
下
寺
』
は
大
中
型
墓
を
総
て
大
夫
層
以
上
の
埋
葬
、
墓
群
全
体
は
「
楚
王
族
墓
」
で
あ
る
と
す
る
。

　
し
か
し
、
墓
里
中
最
大
規
模
の
竃
N
被
葬
者
に
関
し
て
、
『
下
寺
』
の
「
王
子
午
」
説
と
李
零
氏
等
の
「
蓬
子
醤
」
説
と
の
間
で
論
争
が
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

き
、
未
だ
見
解
の
一
致
を
見
て
い
な
い
。
更
に
下
寺
楚
墓
群
全
体
の
性
格
付
け
も
『
下
寺
』
と
は
意
見
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　
両
者
何
れ
に
せ
よ
、
都
門
よ
り
離
れ
た
地
に
楚
の
卿
身
分
の
墓
が
晃
つ
か
っ
た
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
点
に
着
目
し

た
論
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
従
来
の
下
寺
楚
墓
群
に
対
す
る
関
心
は
、
春
秋
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
造
営
さ
れ
た
墓
群
と
い
う
視
点
か
ら

捉
え
、
青
銅
器
編
年
や
墓
葬
形
態
に
対
し
て
比
較
基
準
と
し
て
利
用
す
る
研
究
が
多
か
っ
た
。
こ
の
一
因
に
は
上
記
の
論
争
が
あ
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

　
更
に
鼠
臥
。
造
営
の
背
景
に
つ
い
て
、
例
え
ば
咽
下
寺
』
は
「
王
族
墓
」
と
い
う
自
説
を
背
景
に
丹
陽
荒
川
説
に
絡
め
て
論
ず
る
の
み
で
、

よ
り
深
い
論
究
を
し
な
い
。
ま
た
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
楚
の
政
治
史
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
も
、
齋
藤

一
九
八
○
や
吉
本
一
九
九
五
が
世
族
↓
公
子
群
↓
新
世
族
へ
の
推
移
の
中
で
王
子
午
・
蓮
子
爲
を
扱
う
も
の
の
、
こ
の
時
期
を
対
象
と
し
た
研

究
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
楚
の
春
秋
分
野
硬
究
全
体
に
お
い
て
も
、
既
に
多
く
の
考
古
発
見
が
あ
る
と
い
う
状
況
を
反
映
せ
ず
、
も
っ

ぱ
ら
咽
春
秋
左
氏
伝
』
（
以
下
『
左
心
隔
と
略
）
に
依
拠
し
た
文
献
的
ア
プ
ロ
ー
チ
し
か
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
論
で
は
『
下
寺
』
を
機
軸
に
代
表
的
な
説
の
整
理
検
討
を
行
い
、
筈
O
の
被
葬
者
を
「
還
子
凋
」
と
比
定
す
る
。
そ
し
て
他
の
墓

群
に
も
検
討
を
加
え
、
当
該
墓
群
は
あ
る
特
定
集
団
が
造
営
し
た
墓
地
で
は
な
い
事
を
論
証
す
る
。
さ
ら
に
還
藁
薦
が
何
故
当
地
に
埋
葬
さ
れ

た
か
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
と
こ
ろ
で
、
還
氏
は
所
謂
東
遷
期
（
前
七
七
〇
～
前
七
一
一
三
）
に
楚
国
君
か
ら
分
岐
す
る
旧
世
族
で
あ
る
が
、
粛
粛
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
④

支
猟
（
孫
叔
敷
）
説
話
や
時
々
の
政
権
に
付
随
し
て
触
れ
ら
れ
る
程
度
で
、
豊
胸
そ
の
も
の
に
関
す
る
研
究
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
因
に

は
蓮
氏
の
記
録
が
断
片
的
且
つ
個
別
的
で
あ
る
点
が
最
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
蓮
宮
が
楚
の
政
治
的
主
流
か
ら
外
れ
て
い
た
事
が
窺

え
る
。
し
か
し
蓮
氏
の
成
員
は
度
々
令
舜
に
就
任
し
て
お
り
、
そ
れ
な
り
に
無
視
し
得
な
い
勢
力
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
第
二
章
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で
は
、
蓮
氏
に
つ
い
て
の
政
治
史
的
整
理
を
行
い
、
還
鉱
毒
の
拠
っ
て
立
つ
背
景
よ
り
説
き
起
こ
す
。
次
に
文
献
に
現
れ
な
い
蓮
子
薦
に
よ
る

漸
川
下
寺
へ
の
墓
地
造
営
に
つ
い
て
、
こ
の
地
域
と
彼
在
世
当
時
の
政
治
的
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
明
ら
か
に
し
、
従
来
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
還
氏
と
い
う
世
族
及
び
還
子
醤
政
権
の
楚
史
へ
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。

　
①
後
の
三
六
号
墓
以
下
本
論
で
は
ζ
ω
①
と
略
す
。
そ
の
他
の
銀
坑
も
嗣
じ
。
　
　
③
束
遷
期
に
分
岐
す
る
諸
教
・
還
・
屈
氏
と
、
春
秋
戦
国
の
端
境
期
に
分
岐
す
る

　
②
最
近
は
、
『
下
寺
』
に
従
っ
て
「
王
子
午
」
と
す
る
場
合
や
「
王
子
午
と
さ
れ
　
　
昭
・
景
氏
と
区
別
す
る
為
、
前
者
を
旧
世
族
と
す
る
。
尚
、
こ
の
用
語
は
吉
本
一

　
　
る
が
、
～
説
に
は
還
子
凋
と
も
い
う
」
と
両
論
を
併
紀
す
る
書
き
方
を
採
る
論
者
　
　
　
　
　
九
九
五
に
初
見
。

　
　
が
多
い
。
◎
王
子
午
説
↓
山
下
一
九
九
三
◎
両
論
併
記
石
黒
～
九
九
五
馬
　

④
戦
圏
以
降
に
於
け
る
孫
叔
教
説
話
に
つ
い
て
は
、
野
間
～
九
七
七
二
九
八
八

　
　
世
之
～
九
九
五
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
　
下
寺
春
秋
楚
墓
群
に
つ
い
て
の
諸
問
題

i“J］1下寺春秋楚墓考（山田）

　
従
来
の
漸
川
下
寺
楚
墓
群
に
つ
い
て
は
、
竃
卜
。
の
亭
主
比
定
に
重
点
を
置
き
、
他
事
や
墓
群
全
体
の
性
格
付
け
は
、
そ
こ
か
ら
敷
配
し
て
推

論
す
る
研
究
が
主
体
で
あ
っ
た
。
以
前
は
情
報
も
少
な
く
や
む
を
得
な
か
っ
た
が
、
『
下
寺
』
が
出
版
さ
れ
た
現
在
で
は
、
墓
群
全
体
を
幾
つ

か
に
分
け
分
析
し
そ
れ
を
突
き
合
わ
せ
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
並
等
の
代
表
的
な
区
分
法
に
は
、
『
下
寺
臨
の
「
甲
乙
丙
」
（
三
分
）
説
・
張
剣
・
李
零
丁
の
「
I
E
皿
W
V
」
（
五
分
）
説
が
あ
る
（
表
1
参

照
）
。
両
説
の
お
お
ま
か
な
時
期
区
分
は
同
じ
で
あ
り
、
林
野
奈
央
氏
の
編
年
を
用
い
れ
ば
甲
（
I
H
）
麺
春
秋
頁
B
、
乙
（
皿
）
1
1
春
秋
皿
A
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

丙
（
W
V
）
1
1
春
秋
皿
B
に
該
当
す
る
が
、
『
下
寺
』
は
林
氏
よ
り
一
律
二
〇
年
ほ
ど
前
に
ず
れ
る
。
両
説
の
大
き
な
稲
違
点
は
、
「
三
分
説
」

の
「
甲
組
」
「
丙
組
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
王
H
」
「
N
V
」
に
分
割
す
る
点
に
あ
る
。
墓
群
配
置
上
丁
目
竃
。
。
は
一
組
で
あ
る
が
、
ζ
ω
①
は
離
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

造
営
さ
れ
、
副
葬
品
も
竃
G
。
①
は
ζ
刈
ζ
b
。
の
間
に
編
年
さ
れ
、
こ
れ
は
ζ
一
〇
ζ
H
一
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
為
「
三
分
説
」
の
如
く
し
た
場
合
、

各
組
そ
れ
ぞ
れ
同
時
期
の
埋
葬
だ
と
誤
解
さ
れ
か
ね
ず
、
別
項
目
に
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
五
分
説
を
採
る
。
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表1：両区分表（代表的な墓坑のみ記す）

「三分説」 「五分説」

甲組（春秋中期後段） 工．（春秋中期後段）

　M7　M8　M36
l7CH　　　M36CH

M7　M8
l7CH

皿．（春秋中期終段）

M36
l36CH

乙組（春秋晩期前段） 田．（春秋晩期前段）

MI　M2　M3　M4
@M2CH

　MI　M2　M3
l4
@M2CH

丙組（春秋晩期後段） IV．（春秋晩期後段）

M10　　　Mll
l10CH　M11CH

M10
llOCH

V．（春秋晩期後段）

Mll
lllCH

男性墓→M8M36M2MIOMI1
女性墓→M7MIM3M4
※車馬坑と武器出土の有無から以上の獺く判断

　される。

1
　
ζ
c
o
ζ
N

　
1
は
墓
群
の
～
番
南
に
位
置
す
る
。
青
銅
器
銘
文
中
に
記
さ

れ
た
人
名
（
以
下
「
有
銘
青
銅
器
」
と
す
る
）
は
「
以
郵
」
「
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

次
」
の
二
名
が
得
ら
れ
て
い
る
。
両
銘
器
は
同
時
期
に
編
年
さ

　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
る
が
、
竃
。
。
は
楚
墓
の
特
徴
を
色
濃
く
持
ち
、
ま
た
有
銘
青

銅
器
の
種
類
が
「
以
郡
」
銘
に
比
し
て
「
何
次
」
銘
の
そ
れ
が

盤
一
種
で
あ
る
為
、
被
葬
者
は
「
以
都
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

『
下
寺
』
及
び
李
零
一
九
九
六
も
こ
の
説
を
採
る
が
、
両
者
は

『
下
寺
』
「
以
北
1
1
楚
王
族
」
・
李
零
「
寸
寸
躍
還
氏
の
族
員
」
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と
す
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。

　
「
以
都
」
は
「
楚
叔
之
孫
」
を
冠
す
る
為
、
楚
王
よ
り
分
岐
す
る
一
族
の
者
で
あ
る
事
が
判
る
。
ま
た
こ
の
称
号
は
ζ
吋
出
土
有
銘
青
銅

器
に
も
見
ら
れ
、
徴
“
。
に
対
す
る
説
を
踏
ま
え
て
彼
を
『
下
寺
』
は
「
楚
王
族
」
・
李
零
氏
は
「
逡
氏
一
族
」
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
疑
問
が

あ
る
。
『
下
寺
』
が
王
族
を
如
何
に
定
義
す
る
か
判
ら
な
い
が
（
王
子
午
は
紛
れ
も
な
く
王
族
で
あ
ろ
う
が
）
、
文
面
か
ら
判
断
す
る
限
り
「
召
命

と
同
姓
の
者
は
全
て
王
族
で
あ
る
」
と
取
れ
る
。
し
か
し
楚
の
王
曾
孫
は
、
陽
匂
（
穆
王
曾
孫
）
・
嚢
瓦
（
二
王
曾
孫
）
・
沈
サ
戌
（
荘
王
曾
孫
）

の
如
く
別
に
氏
を
立
て
て
お
り
、
王
曾
孫
以
降
は
王
族
と
は
し
難
い
。
従
っ
て
楚
の
王
族
は
「
王
の
子
・
孫
」
と
定
義
す
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。

そ
し
て
「
楚
叔
之
孫
」
と
い
う
称
謂
は
、
始
祖
が
国
君
よ
り
分
岐
し
て
既
に
あ
る
程
度
の
世
代
を
経
た
事
を
示
し
、
「
以
都
」
は
こ
の
王
族
の

　
　
　
　
　
　
　
⑦

定
義
に
合
致
し
な
い
。

　
で
は
李
説
は
ど
う
か
。
氏
は
「
孫
叔
（
『
春
秋
左
氏
伝
臨
（
以
下
『
左
伝
隔
）
宜
＋
二
）
」
「
返
留
（
『
史
記
索
隠
』
循
吏
列
伝
賛
）
」
等
と
構
さ
れ
る
鳶
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支
猟
の
存
在
を
念
頭
に
置
く
と
思
わ
れ
る
が
、
「
某
叔
之
孫
」
な
る
墨
縄
は
、
特
定
一
族
の
称
号
よ
り
む
し
ろ
「
某
王
之
孫
」
と
類
似
し
た
国

君
出
自
の
分
族
に
共
通
な
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
従
っ
て
「
以
郡
」
匪
「
楚
王
族
」
「
蓬
氏
一
族
」
等
で
は
な
く
、
楚
王
と
同
姓
の
一
族

と
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
ζ
刈
の
有
銘
青
銅
器
は
「
中
幸
衛
」
「
東
姫
」
で
あ
る
。
『
下
寺
』
は
「
薬
王
之
孫
、
雍
子
之
子
」
た
る
「
東
姫
」
に
対
し
、
「
雍
は
漸
川
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

煮
浸
が
違
う
」
故
に
被
葬
者
を
「
中
姫
衛
」
と
し
、
或
説
と
し
て
「
中
姫
衛
昌
吉
姫
」
と
も
す
る
。
し
か
し
本
書
は
女
性
墓
な
の
で
諸
侯
の
封

地
は
問
題
と
な
ら
ず
、
む
し
ろ
青
銅
器
の
形
態
や
文
様
か
ら
書
及
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
両
器
の
文
様
を
基
準
と
し
て
ζ
刈
出
土
青
銅
器

金
体
と
比
較
す
る
と
、
「
追
縄
衛
」
器
は
他
器
と
の
共
通
要
素
が
多
く
、
「
東
姫
」
器
の
文
様
は
他
器
と
は
別
系
統
で
あ
り
造
形
も
劣
る
。
従
っ

て
被
葬
者
は
「
申
姫
衛
」
と
し
た
方
が
よ
く
、
当
然
「
中
島
衛
1
1
里
謡
」
の
油
溝
も
否
定
さ
れ
る
。

　
「
以
都
」
の
妻
「
中
尊
衛
」
は
旅
器
を
有
し
姫
姓
諸
侯
の
末
を
名
乗
る
以
上
、
か
な
り
の
社
会
階
層
に
属
し
た
人
物
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
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表2　漸廻下寺春秋楚墓　主要有銘青銅器

出土品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
Q
》
　
り
0

　
　
　
8
2
　
　
1
4
4
0
4
2
　
8
4
0
5
6
0
3
2
4
2
8
　
　
　
　
6
6
7

1
2
5
4
6
1
9
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4
5
6
6
7
1
2
3
4
5
5
6
6
7
7
8
8
1
2
4
6
：
：
：

　
　
　
　
　
　
　
ρ
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
（
U
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
ユ
　
　
　
　
　
ユ
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゐ
　
　
　
り
る
　
　
　
り
ゆ
　
ヨ
　
ヨ
　
　
リ
　
ヨ
　
　
　
ユ
　
エ

M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M

銘文

「上都公…叔嬬番妃績豊」

「畢孫何次（M8：314同）」

「楚叔之孫以郡」（M8：8）

「以鄭之用戟」

「以鄭之戟」

「宣王之孫醗子之子束姫」

「中亥己循〒」　（M10：91司）

「郷子版之用」

障害劃（M1：45同）
「棚」（M1：61同）

「孟下瓦」

「楚叔之孫鹸子棚」（M1：65同）

「孟縢姫」

「王孫諮…無事楚王」

「王子午…令勢子庚」

「棚」※蓋銘（M2：38同）

「棚」（M2：43・44・47・48・53同）

「楚叔之孫醗子棚」

「楚嫁鑑孫棚」

「自無子佃月」　（M2：61）

「楚叔□孫総□棚之□」

「三E黙諾」（M2：84同）

「董子午」（M2：94同）

「薪命楚王。雁受天命棚」

「棚聡慧矛」

「下士中幅丹」

際候作田鷲中姫丹」

f楚腰之孫棚」

「棚」（M3：12・20岡）

「呂王之孫」

「楚成王之盟僕」

「余呂王之孫楚二王之盟僕」

※出土品No．は『下寺』による。



従
っ
て
夫
「
以
郡
」
も
ま
た
同
じ
か
よ
り
上
階
層
の
人
物
で
あ
り
、

換
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
王
よ
り
派
生
す
る
一
族
の
一
員
。
大
夫
の
上
層
ク
ラ
ス
。
」
と
で
も
言
い
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亘
　
望
ω
①

　
有
銘
青
銅
器
は
「
郵
子
版
父
」
一
点
の
み
で
あ
る
。
『
下
寺
』
は
「
郷
1
1
蓼
」
と
し
、
楚
に
滅
ぼ
さ
れ
た
蓼
国
と
関
係
が
あ
っ
た
か
と
す
る
。

お
そ
ら
く
対
蓼
戦
で
の
戦
利
品
と
し
て
得
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
彼
は
車
馬
坑
を
持
ち
そ
れ
な
り
の
青
銅
器
を
埋
葬
さ
れ
る
為
、
少
な
く
と
も
国
人
以
上
の
階
層
に
属
し
て
い
た
と
言
え
る
。
墓
の
規
模
が

鼠
刈
よ
り
小
さ
い
が
同
程
度
の
副
葬
品
を
持
つ
事
か
ら
、
彼
は
大
夫
層
に
属
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
諸
氏
皆
被
葬
者
不
明
と
す
る
。
特
に
そ

れ
で
問
題
は
な
い
。

皿
　
　
ζ
一
ζ
邸
ζ
ω
《
轟

　
皿
I
I
　
ζ
帥

　
A
　
過
表
の
研
究
者
の
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
竃
b
。
被
葬
者
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
張
亜
初
一
九
八
五
の
「
王
子
午
の
孫
」
説
、
『
下
寺
』
の
「
王
子
午
」
説
、
李
零
氏
の
「
蓮
子
爲
」
説
、

都
合
三
つ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
張
説
に
つ
い
て
は
、
江
村
一
九
八
八
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
世
代
二
〇
年
と
換
算
す
れ
ば
、
被
葬

者
は
平
王
の
息
子
と
同
世
代
（
春
秋
皿
B
）
と
な
り
、
当
然
鼠
“
。
よ
り
当
該
期
の
青
銅
器
が
出
土
す
る
は
ず
だ
が
、
鼠
N
出
土
青
銅
器
は
林
氏

が
ほ
ぼ
～
帯
し
て
春
秋
皿
A
に
編
年
し
（
林
一
九
八
九
　
同
墓
出
土
青
銅
器
群
蛋
白
　
三
五
～
三
九
こ
口
、
ま
た
下
寺
W
V
よ
り
春
秋
皿
B
の
青
銅
器

が
出
土
す
る
事
か
ら
考
え
れ
ば
、
鼠
卜
。
造
営
時
期
は
春
秋
摂
A
と
な
り
、
張
説
は
成
立
し
得
ず
、
選
択
肢
か
ら
真
っ
先
に
外
れ
る
。

　
次
に
、
残
り
二
説
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
先
ず
被
葬
者
を
「
棚
」
と
す
る
事
で
は
同
じ
だ
が
、
そ
の
解
釈
に
相
違
点
が
あ
る
。
彼
は
竃
曽
綬
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⑪

等
に
は
「
齢
子
棚
」
と
、
問
題
の
「
王
子
午
鼎
」
蓋
銘
に
は
「
楚
叔
之
孫
棚
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
鼎
本
体
の
作
器
者
を
「
王
子
午
」
と
す
る

点
は
同
じ
だ
が
、
蓋
を
『
下
寺
』
は
王
子
午
鋳
造
乃
ち
「
棚
巨
王
子
午
」
と
し
、
李
氏
は
「
棚
」
が
「
王
子
午
鼎
」
を
入
手
後
に
誓
え
た
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

え
「
棚
冒
選
出
凋
」
と
す
る
。
「
楚
豊
里
孫
棚
」
な
る
称
謂
は
「
棚
」
が
楚
国
君
に
出
自
す
る
者
で
あ
る
事
を
示
し
、
「
王
子
午
」
「
愚
子
薦
」

共
該
当
し
な
い
事
も
な
い
。
更
に
両
説
を
検
討
す
れ
ば
、
「
鹸
子
棚
」
の
「
蝋
」
掌
を
「
鄭
（
覗
下
寺
』
）
」
「
蓮
（
李
零
）
」
の
何
れ
に
採
る
か
が

重
要
な
相
違
点
で
あ
る
事
に
気
づ
く
。
次
に
こ
の
解
釈
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　
8
　
　
『
下
考
漏
の
釈
す
「
鄭
」
字
三
種
に
つ
い
て

　
『
下
寺
』
は
「
鹸
」
以
外
に
「
廓
」
に
解
す
る
字
が
二
種
あ
る
（
図
1
参
照
）
。
こ
れ
ら
は
荷
説
共
「
鄭
↓
薦
」
と
す
る
。
こ
の
内
鼠
ω
臣
は

「
邑
」
「
猴
」
に
従
い
、
後
述
す
る
魍
下
寺
』
の
「
齢
」
に
対
す
る
解
釈
に
従
え
ば
「
鄭
」
と
解
せ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
鼠
N
6
一
に
つ
い
て
『
下

寺
』
は
解
釈
の
理
由
を
示
さ
な
い
が
、
上
記
三
種
の
字
形
を
同
様
な
構
成
要
素
を
持
つ
と
解
し
、
後
述
す
る
「
酪
」
の
解
釈
を
流
用
し
た
為
と

考
え
ら
れ
る
。
李
零
一
九
九
六
は
こ
れ
を
「
化
」
「
邑
」
に
従
う
字
形
に
解
し
、
「
化
」
↓
「
爲
」
の
音
通
か
ら
「
鄭
」
と
す
る
。
も
っ
と
も
な

解
釈
で
あ
る
。

　
し
か
し
「
鳶
」
を
李
零
氏
は
「
還
」
氏
の
別
称
「
薦
」
と
す
る
も
の
の
、
『
下
等
』
は
『
左
伝
臨
写
二
十
七
に
記
さ
れ
る
地
名
「
薦
」
が
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
～
帯
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
み
で
、
『
通
志
』
氏
族
略
「
薦
章
食
置
於
薦
、
故
以
命
氏
。
」
の
記
述
に
あ
る
心
地
「
薦
」
か
ら
当
然
連
想
さ
れ

る
「
還
」
氏
と
の
関
連
は
無
視
す
る
。
ま
た
「
王
子
午
」
「
鄭
子
棚
」
二
つ
の
称
謂
が
ど
う
結
び
つ
く
の
か
と
い
う
『
下
寺
隔
説
の
肝
心
な
論

点
に
つ
い
て
、
「
鄭
子
棚
」
が
「
王
子
午
」
の
別
称
の
一
つ
だ
と
推
定
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
名
と
字
等
の
別
称
は
相
応
ず
る
場
合

が
多
い
殉
『
下
寺
濃
上
記
興
隆
が
ど
う
関
連
す
る
か
説
明
を
し
な
い
・
更
に
夏
ば
〒
謹
の
説
く
如
く
「
鄭
」
銘
器
が
一
ヵ
所
か
ら

纏
ま
っ
て
出
土
し
た
事
を
以
て
、
直
ち
に
下
寺
一
帯
が
「
薦
」
邑
だ
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
だ
け
で
も
『
下
寺
』
説
の
根
拠
は

揺
ら
ぐ
と
思
え
る
が
、
そ
も
そ
も
「
鵬
」
字
は
「
鄭
」
と
釈
し
て
良
い
の
か
、
も
う
一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

「
騰
」
は
獣
が
交
互
に
向
き
合
う
形
と
「
邑
」
に
従
う
。
こ
の
獣
形
の
捉
え
方
に
両
説
の
相
違
点
が
あ
り
、
李
零
氏
は
こ
れ
を
「
虎
」
と
し
、
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図1　『下寺遷がギ鄭」とする字

M2：51

M3：1

M2：61

※参考

　
そ
こ
で
、
問
題
の
牙
形
を
見
る
と
（
図
－
参
こ
口
、

が
判
る
。
通
常
「
猴
」
は
こ
の
部
分
が
鳥
網
り
に
な
り
、

「
虎
」
字
系
統
の
甲
骨
金
文
で
も
同
様
な
例
は
無
く
、

調
べ
る
と
、
侯
馬
盟
書
に
口
の
上
下
が
繋
が
っ
た
り
一
筆
書
き
的
に
省
略
さ
れ
る
事
例
が
得
ら
れ
た
。
そ
の

に
似
て
お
り
、
獣
形
を
「
虎
の
向
か
い
合
う
象
形
」
と
す
る
遊
説
で
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、

韻
臨
「
五
閑
切
」
と
な
り
、
ま
た
李
氏
は
「
麟
」
は

「
蓮
」
と
な
る
と
す
る
。
ま
た
「
棚
」
字
は
「
棚
」
↓
「
鵜
」

「
薦
子
棚
」
は
「
還
子
濡
」
だ
と
す
る
方
が
筋
が
通
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
過
程
で
、
「
棚
1
1
導
出
鷹
」
で
あ
る
事
が
判
っ
た
。
次
の
問
題
は
「
王
子
午
鼎
の
蓋
と
器
の
作
器
者
人
名
が
互
い
に
異
る
」
点
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

る
が
、
本
論
で
は
林
巳
奈
央
氏
や
張
剣
氏
の
「
蓋
が
本
体
と
は
別
に
鋳
造
さ
れ
た
」
と
い
う
指
摘
に
従
っ
て
お
く
。
こ
れ
は
、
鼎
の
所
有
者
が

「
王
子
午
」
か
ら
「
椰
子
薦
」
へ
移
転
し
た
事
を
示
す
。
既
に
楊
樹
達
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
青
銅
器
が
懸
緒
者
か
ら
他
人
の
手
に
渡
る
事
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

さ
ほ
ど
特
異
な
事
で
も
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
王
子
午
鼎
」
の
場
合
、
そ
れ
が
生
前
贈
与
に
よ
る
も
の
か
、
争
い
の
結
果
生
じ
た
所

　
　
　
　
　
『
下
寺
嚇
は
そ
れ
を
否
と
し
て
「
墾
（
猴
の
象
形
）
」
（
即
ち
「
爲
」
↓
「
邸
」
）
と
す
る
。

麗
〒
妾
三
二
頁
に
そ
の
諾
を
麗
の
象
形
墾
R
勢
獣
形
頭
部
に
該
学

　
　
囎
　
る
部
分
に
は
牙
が
在
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
は
見
ら
れ
ず
異
な
っ
た
字
形
に
見
え
る
。
」

　
　
羅
と
記
す
。
「
爲
」
を
猴
の
象
形
と
す
る
の
は
窺
二
形
謹
に
見
ら
れ
る
が
、
白
川
静

　
　
　
　
単
字
統
』
で
は
「
爲
」
は
元
々
「
手
で
象
を
使
役
す
る
形
…
『
説
文
』
に
「
母
猴
也
」

察
と
す
る
の
は
お
か
し
茎
と
す
る
・
た
だ
氏
に
よ
れ
ば
「
爲
」
を
「
猴
」
の
義
と
す

　
　
　
　
る
事
例
は
既
に
春
秋
の
頃
あ
っ
た
よ
う
で
、
『
下
寺
』
説
も
一
概
に
は
否
定
出
来
な
い
。

　
　
　
獣
形
口
部
の
上
下
を
「
ノ
」
形
の
線
が
口
上
部
か
ら
二
股
に
な
っ
て
下
に
垂
れ
下
が
る
の

　
　
　
　
　
「
虎
」
は
口
の
上
下
に
蟻
形
が
付
く
。
「
購
」
に
は
明
確
な
牙
形
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た

　
　
　
　
確
か
に
『
下
寺
瞼
の
指
摘
も
頷
け
な
く
は
無
い
。
し
か
し
同
時
代
の
「
彪
」
関
連
掌
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
庵
」
を
見
れ
ば
「
鹸
」
の
獣
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
み
方
は
『
説
文
解
字
臨
「
朧
」
引
『
唐

　
　
　
「
怨
（
於
艦
首
）
」
と
古
音
が
近
く
、
そ
こ
か
ら
「
遺
（
雨
院
切
）
」
に
音
が
通
じ
、
「
騰
」
↓

　
　
　
　
　
　
　
の
音
通
が
想
定
さ
れ
、
二
字
は
互
い
に
通
用
出
来
る
。
よ
っ
て
「
鶴
子
棚
」
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⑲

膚
移
転
な
の
か
は
判
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
所
有
が
移
転
し
た
事
の
み
を
指
摘
す
る
。

　
C
　
王
孫
誰
に
つ
い
て

　
こ
こ
ま
で
「
騰
子
棚
」
が
「
聖
子
薦
」
で
あ
る
事
を
論
じ
た
が
、
被
葬
者
は
「
蓬
子
凋
」
と
断
定
出
来
る
か
と
二
　
隣
え
ば
そ
う
で
も
な
い
。
そ

れ
は
「
王
孫
詰
」
銘
器
の
存
在
で
あ
る
。
「
王
子
午
」
「
蓮
子
薦
」
の
深
名
に
対
し
「
王
孫
詰
」
の
名
は
文
献
に
録
さ
れ
な
い
が
、
可
能
性
と
し

て
「
還
子
凋
」
↓
「
王
孫
諾
」
と
い
う
継
受
関
係
も
有
り
得
る
為
、
無
視
出
来
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
彼
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
趙
世
網
駅
留
の
「
王
子
午
の
子
」
説
、
及
び
陳
偉
氏
の
「
公
子
格
」
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
先
ず
「
王
子
午
の
子
」
説
に
つ
い
て
。
趙
氏
は
『
下
寺
瞼
執
筆
陣
の
　
人
だ
が
、
氏
の
立
論
の
前
提
と
な
る
「
被
葬
者
ほ
王
子
午
」
説
の
誤

り
は
指
摘
済
み
で
あ
り
、
王
孫
諾
が
王
子
午
の
死
を
悼
ん
で
副
葬
し
た
と
す
る
説
の
成
立
し
難
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
張
氏
に
関
し
て
も
、

氏
の
想
定
す
る
埋
葬
年
代
の
誤
り
を
指
摘
済
み
で
あ
り
、
問
題
と
は
な
ら
な
い
。

　
次
に
「
王
孫
詰
擁
公
子
格
」
と
す
る
陳
論
説
を
見
る
。
氏
は
「
詰
」
「
格
」
の
意
味
・
音
が
通
ず
る
点
を
論
拠
に
「
詰
三
諦
」
と
し
、
文
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

中
に
「
格
」
が
付
く
人
物
を
捜
し
出
し
た
結
果
「
公
子
格
」
を
見
い
だ
し
た
。
「
公
子
格
」
は
『
左
伝
』
嚢
十
六
・
十
八
に
見
ら
れ
、
陳
氏
は

鼠
卜
∂
埋
葬
年
代
と
合
致
す
る
点
を
根
拠
に
こ
の
推
定
を
是
と
す
る
が
、
銘
文
が
「
王
孫
」
、
文
献
は
「
公
（
王
）
子
」
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
。
陳

氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
を
し
な
い
。
「
子
」
と
「
孫
」
は
異
字
で
あ
り
、
転
写
の
際
に
間
違
え
る
可
能
性
も
低
い
の
で
、
や
は
り
「
王
孫
譜
」

は
「
王
孫
」
、
「
公
子
格
」
は
「
公
子
」
で
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
氏
の
説
は
興
味
深
い
が
、
文
献
未
見
の
人
物
を
敢
え
て
特
定
個
人
に
当
て

填
め
る
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
「
王
孫
詰
」
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
か
を
考
え
る
。
彼
は
竃
b
。
隣
に
「
敬
事
誤
王
」
と
記
さ
れ
、
王
孫
と
い
う
身
分
を
背
景
に
時

の
政
権
で
＝
疋
の
役
割
を
担
っ
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
王
孫
詰
」
器
は
一
括
し
て
春
秋
皿
A
に
編
年
さ
れ
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に

量
器
の
孫
と
し
て
生
存
し
た
は
ず
で
あ
る
。
当
該
期
に
成
人
し
た
孫
を
持
て
る
王
は
、
穆
王
（
萬
六
一
四
年
死
去
）
・
荘
王
（
前
五
九
一
年
死
去
）

し
か
い
な
い
。
成
王
（
前
六
二
六
年
死
去
）
で
は
既
に
曾
孫
世
代
だ
ろ
う
し
、
共
王
（
前
五
六
〇
年
死
去
）
で
は
孫
が
自
作
器
を
鋳
造
出
来
る
程
の
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社
会
的
地
位
を
得
て
い
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
た
だ
仮
に
穆
王
・
荘
王
の
孫
だ
と
し
て
も
、
『
左
伝
』
に
は
続
柄
不
明
の
「
公
子
」
「
公
孫
」

が
多
数
記
載
さ
れ
（
前
記
「
公
子
格
」
も
続
柄
不
明
）
、
「
王
孫
詰
」
も
文
献
未
見
の
公
孫
の
一
人
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
「
選
子
薦
」
「
王
孫
詰
」
の
継
受
関
係
に
つ
い
て
だ
が
、
鑑
。
。
同
様
に
有
銘
青
銅
器
群
を
比
較
す
る
と
、
陳
三
品
の
指
摘
す
る
如
く

「
引
子
棚
」
重
器
は
種
別
が
豊
窟
で
あ
る
が
、
「
王
孫
諾
」
の
そ
れ
が
種
別
で
は
僅
か
二
種
に
限
定
さ
れ
（
こ
れ
は
「
王
子
午
」
器
も
同
じ
）
、
「
王

孫
詰
」
器
も
「
王
子
午
」
器
と
同
様
、
最
終
的
に
は
「
還
下
平
」
の
手
に
帰
し
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
全
く
不

明
で
あ
る
。

　
以
上
三
点
か
ら
考
え
る
と
、
鼠
昏
。
の
被
葬
者
は
「
蓮
子
爲
」
に
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
言
え
る
。
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皿
－
皿
　
　
叢
一
望
ω
ζ
轟

　
前
項
の
結
果
を
受
け
、
次
に
鼠
b
。
の
南
北
に
埋
葬
さ
れ
る
鼠
一
竃
G
。
鷺
膳
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

　
ζ
一
の
有
銘
青
銅
器
は
「
棚
」
「
孟
縢
姫
」
の
二
種
が
あ
る
。
「
棚
」
は
「
詩
話
棚
」
の
「
棚
」
で
あ
り
、
ま
た
女
性
墓
で
あ
る
為
「
孟
縢

姫
」
が
墓
主
で
あ
ろ
う
。
『
下
寺
』
は
「
縢
」
↓
「
膿
」
と
し
て
、
彼
女
を
縢
国
国
君
の
娘
と
す
る
。
魏
石
経
左
傳
残
暑
も
こ
の
「
縢
」
字
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

作
り
別
に
問
題
は
無
い
。
ま
た
「
棚
」
銘
器
が
出
土
す
る
為
、
『
下
等
』
そ
の
他
諸
氏
草
山
N
墓
主
の
配
偶
者
と
す
る
。
竃
一
出
土
青
銅
器
は

「
棚
」
以
外
も
ζ
b
。
と
同
時
期
に
編
年
さ
れ
特
に
異
論
も
な
い
。

　
9
ω
か
ら
も
「
棚
」
銘
器
が
出
土
し
、
聾
心
と
同
じ
く
女
性
墓
で
あ
る
為
、
彼
女
も
蓮
子
爲
の
配
偶
者
と
さ
れ
る
。
銘
文
中
に
「
察
内
旨
績

鶯
弓
懸
」
と
あ
る
の
で
、
彼
女
は
察
侯
（
至
愚
）
の
娘
で
あ
ろ
う
。
『
下
寺
臨
三
二
六
頁
で
は
「
孟
」
「
仲
」
な
る
両
者
の
称
号
か
ら
ζ
一
を

ζ
ω
の
上
位
と
す
る
が
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
当
時
の
女
性
は
一
般
的
に
「
国
号
＋
兄
弟
順
＋
誰
」
と
称
さ
れ
る
。
「
孟
二
身
」

は
「
順
＋
国
号
」
と
逆
転
す
る
の
が
問
題
だ
が
、
同
様
な
例
と
し
て
『
左
伝
』
僖
十
七
に
「
長
衛
姫
」
「
警
衛
姫
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
援
用
す

れ
ば
「
孟
縢
姫
」
も
複
数
の
「
駿
姫
」
中
の
筆
頭
の
意
味
に
解
せ
ら
れ
る
。
ま
た
「
薦
墨
黒
」
器
は
即
応
が
娘
に
贈
っ
た
腰
器
で
あ
り
、
こ
の



「
仲
」
は
察
侯
の
打
首
の
「
仲
」
で
あ
る
事
を
意
味
す
る
。
も
し
両
者
の
順
を
決
め
る
な
ら
ば
、
『
下
寺
』
三
二
五
頁
に
説
く
如
く
副
葬
品
の

質
（
ζ
一
に
は
楽
器
が
埋
葬
さ
れ
る
が
ζ
ω
に
は
無
い
等
）
か
ら
考
え
る
べ
き
で
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
9
一
の
方
が
高
い
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を

「
孟
」
「
仲
」
と
安
易
に
結
び
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
た
だ
卿
身
分
の
思
子
薦
が
、
楚
の
代
表
的
与
国
察
や
列
国
縢
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た

点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

置
か
ら
薦
骨
青
銅
器
が
出
土
せ
ず
鋳
造
技
術
も
皿
の
他
墓
と
比
べ
劣
る
恥
被
葬
者
の
身
分
は
そ
れ
な
り
に
高
い
が
・
≡
基
よ

り
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
被
葬
者
は
女
性
と
さ
れ
、
彼
女
も
『
下
寺
臨
が
記
す
通
り
還
子
息
の
配
偶
者
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
竃
一
ζ
ω
ほ
ど

副
葬
品
が
豪
華
で
な
い
の
は
、
列
国
の
娘
で
あ
る
両
墓
と
異
な
り
、
記
録
も
な
い
小
国
の
娘
で
あ
っ
た
故
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
の
検
討
の
結
果
、
匿
は
下
愚
凋
を
中
心
と
し
た
夫
婦
の
墓
群
と
考
え
ら
れ
る
。
「
夫
婦
の
墓
群
」
と
い
う
推
定
は
各
氏
異
論
な
い
。
し

か
し
本
論
で
は
皿
の
主
墓
た
る
懸
隔
被
葬
者
が
『
下
寺
臨
の
「
王
子
午
」
説
で
は
な
く
、
李
鼻
聾
の
黒
子
棚
縫
蓮
子
薦
」
説
を
支
持
す
る

結
論
を
得
た
。
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V
　
ζ
一
〇

　
有
銘
青
銅
器
は
出
土
し
な
い
が
A
鼠
一
9
噛
ω
に
「
余
塵
王
之
孫
、
楚
成
王
之
土
嚢
」
と
い
う
句
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
具
体
的
人

名
が
判
明
し
な
い
が
、
彼
が
「
聖
王
」
の
子
孫
で
あ
り
、
代
々
楚
と
盟
約
を
結
ぶ
家
系
の
人
物
だ
っ
た
事
が
判
る
。
呂
は
河
南
省
南
部
に
封
ぜ

ら
れ
た
縄
墨
諸
侯
で
あ
る
が
、
春
秋
中
期
に
は
楚
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
。
呂
が
王
号
を
穂
し
た
事
は
中
葉
が
指
摘
す
る
よ
う
に
青
銅
器
や
文
献

　
　
　
　
　
⑳

に
類
例
が
あ
り
、
「
呂
の
子
孫
」
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。
こ
の
銘
文
か
ら
は
、
他
国
の
人
物
が
楚
の
大
夫
層
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
、
楚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

政
治
機
構
に
対
し
一
定
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
事
を
伺
わ
せ
る
。
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V
　
《
＝

　
有
銘
青
銅
器
は
出
土
し
な
い
が
、
器
形
的
に
は
竃
一
〇
と
類
似
し
、
春
秋
皿
B
と
編
年
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
何
れ
も
寓
一
〇
と
比
し
て
小
ぶ

り
で
あ
る
。
こ
の
墓
の
詳
細
は
男
性
墓
で
あ
る
点
を
除
く
と
判
ら
な
い
点
が
多
い
。
た
だ
副
葬
品
か
ら
考
え
る
に
、
ζ
一
〇
よ
り
は
身
分
が
多

少
低
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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第
【
章
　
ま
　
　
と
　
　
め

　
以
上
、
落
川
下
寺
楚
墓
群
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
た
結
果
、
『
下
寺
螂
の
如
く
「
楚
王
族
墓
群
」
と
す
る
説
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
明

白
に
な
っ
た
。
1
～
V
ま
で
の
各
組
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
人
物
乃
至
は
夫
婦
の
墓
で
あ
る
が
、
相
互
間
の
明
確
な
関
連
性
は
見
い
出
せ
な
い
。
敢

え
て
性
格
を
求
め
る
な
ら
ば
、
「
下
寺
近
辺
邑
を
支
配
す
る
楚
大
夫
層
以
上
の
墓
地
」
と
で
も
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
一
応
、
下
寺
楚
筆
群
に
つ
い
て
の
解
明
は
ひ
と
ま
ず
片
づ
い
た
も
の
の
、
新
た
な
問
題
が
提
示
さ
れ
た
。
先
に
「
大
夫
層
以
上
の
墓
群
」
と

定
義
し
た
が
、
言
い
換
え
れ
ば
型
（
翻
卿
身
分
）
の
存
在
が
無
け
れ
ば
「
大
夫
身
分
の
墓
群
」
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
卿
身
分
で
あ
る
逡

子
鵜
の
墓
が
、
楚
の
都
邑
郵
の
所
在
地
で
あ
る
湖
北
省
中
部
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
地
に
存
在
す
る
点
、
そ
し
て
漸
川
に
点
在
す
る
下
寺
以
外

の
墓
群
と
比
較
し
て
も
、
欝
の
み
際
だ
っ
て
規
模
が
大
き
い
点
が
奇
妙
で
あ
る
。
む
し
ろ
皿
（
劉
遼
子
福
央
婦
墓
）
の
存
在
こ
そ
異
質
で
あ
る
。

楚
の
政
権
を
司
っ
た
郎
子
縞
が
何
故
こ
こ
に
墓
地
を
営
な
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
次
章
で
は
四
聖
の
楚
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
や

遼
子
鵜
在
世
時
の
政
治
状
況
を
中
心
に
論
を
進
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
解
明
を
し
た
い
。

　
①
鯛
下
寺
臨
は
甲
乙
丙
に
区
分
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
従
来
か
ら
の
門
竃
卜
。
1
1
王
　

春
秋
中
期
後
段
（
前
六
二
〇
～
前
五
七
一
）
春
秋
晩
期
前
段
（
前
五
七
〇
一
前
五

　
　
子
午
墓
」
↓
「
下
寺
楚
寒
期
目
玉
王
族
墓
」
と
い
う
手
法
を
採
る
点
は
、
第
一
に
　
　
　
　
　
二
一
）
春
秋
晩
期
後
段
（
前
五
二
〇
～
前
四
七
六
）

　
　
批
判
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
下
寺
』
に
は
各
期
の
区
切
年
が
中
途
半
端
な
事
へ
の
理
由
を
述
べ
な
い
が
、

　
②
林
編
年
に
つ
い
て
は
林
巳
奈
夫
｝
九
七
二
↓
九
八
九
参
照
。
　
　
　
　
　
新
鄭
南
関
鄭
墓
埋
葬
年
（
二
五
七
一
）
を
基
準
に
一
律
五
〇
年
で
区
切
っ
た
為
と

　
　
※
尚
、
『
下
寺
㎞
の
時
期
区
分
は
以
下
の
通
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
あ
る
特
定
の
墓
を
基
準
と
し
た
も
の
で
、
春
秋
縛
代
に
普
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遍
的
に
応
用
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
別
に
劉
彬
徽
一
九
九
五
は
、
独
自
の
楚
系

　
青
銅
器
編
年
表
を
提
示
す
る
（
同
書
五
二
頁
）
。
手
法
は
林
編
年
と
同
様
で
あ
る

　
が
、
楚
史
に
特
化
さ
せ
た
区
切
年
を
設
定
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
実
際

　
の
使
用
に
は
林
編
年
の
方
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
本
論
で
は
林
編
集
を
使
用

　
す
る
。

③
李
零
一
九
九
六
五
〇
頁
参
照
。

④
他
に
も
「
叔
母
・
番
妃
」
銘
（
竃
。
。
e
も
出
土
す
る
が
、
本
器
は
腰
器
で
あ

　
り
ζ
。
。
は
男
性
墓
の
為
候
補
に
は
該
当
し
な
い
。

⑤
劉
彬
徽
～
九
九
五
で
は
、
9
。
。
出
土
青
銅
器
を
一
括
し
て
氏
の
定
義
す
る
第
二

　
期
（
前
六
七
〇
～
前
六
〇
〇
）
に
編
年
す
る
。

⑥
下
寺
楚
墓
群
大
中
墓
の
何
れ
も
、
山
下
～
九
九
三
に
整
理
さ
れ
る
楚
墓
の
特
長

　
門
複
数
の
台
階
あ
る
い
は
二
層
台
を
設
け
る
」
門
装
具
は
一
汗
一
棺
以
上
の
多
重

　
の
榔
・
棺
を
採
用
」
等
に
該
当
す
る
。

⑦
『
下
寺
」
は
「
国
号
＋
叔
」
を
英
雄
的
功
績
を
遂
げ
た
人
物
に
後
世
与
え
ら
れ

　
た
称
号
と
し
、
「
楚
叔
」
を
「
武
鑑
」
と
す
る
が
（
三
七
二
～
三
七
三
頁
）
、
全
く

　
の
妄
言
で
あ
る
。
武
王
の
曾
祖
父
熊
男
は
、
北
露
出
侯
墓
出
土
竃
⑤
餅
り
も
。
の
銘
文

　
に
「
楚
公
逆
…
饗
赤
金
九
万
鉤
（
約
九
百
ト
ン
）
」
と
記
さ
れ
、
当
時
（
ζ
①
蒔
は

　
習
穆
侯
（
在
位
前
極
九
五
～
前
七
八
五
）
墓
と
さ
れ
る
）
の
楚
国
君
の
力
を
伺
わ

　
せ
る
。
ま
た
武
王
の
兄
蛎
冒
は
『
韓
非
子
』
和
子
篇
に
「
富
山
」
と
記
さ
れ
て
お

　
り
、
武
王
に
全
て
の
功
績
を
冠
す
る
事
は
出
来
な
い
。
吉
本
一
九
九
六
は
武
王
顕

　
彰
の
背
景
に
、
特
定
時
期
に
彼
の
特
殊
化
を
企
図
し
た
事
を
想
定
さ
れ
、
そ
れ
を

　
酒
蔵
の
時
期
と
す
る
。

⑧
『
下
寺
㎞
三
二
六
頁
。
ま
た
李
零
一
九
九
六
は
被
葬
者
を
「
中
姫
衛
」
と
す
る

　
が
、
そ
の
理
由
を
記
さ
な
い
。

　
囲
左
伝
㎞
僖
二
十
四
　
杜
注
「
飯
盛
在
河
内
山
鼻
革
西
。
」
胴
春
秋
大
事
表
』
「
河

　
南
懐
慶
府
修
武
縣
古
事
城
。
」

⑨
そ
の
他
、
二
世
網
｝
九
九
～
、
顧
鉄
府
～
九
八
五
、
張
西
顕
一
九
八
三

⑩
李
零
一
九
八
一
・
一
九
九
六
、
陳
偉
～
九
八
三
、
張
剣
一
九
九
二
、
劉
淋
徽
～

　
九
八
四

⑪
別
称
「
公
子
午
」
「
子
鼠
」
。
『
左
伝
』
嚢
十
二
（
前
五
六
一
）
初
見
。
嚢
二
十

　
一
（
前
五
五
二
）
死
去
。
以
下
、
西
暦
換
算
は
中
華
書
局
版
『
史
記
』
十
二
諸
侯

　
年
表
に
従
う
。

⑫
藍
革
顕
一
九
八
三
は
、
王
子
午
が
康
王
の
叔
父
な
の
で
「
楚
叔
」
と
称
し
た
と

　
す
る
。
そ
の
場
合
「
孫
棚
」
と
の
新
た
な
矛
盾
が
生
じ
る
が
、
「
棚
」
は
王
子
午

　
の
孫
だ
と
し
て
解
決
す
る
。
し
か
し
こ
の
当
時
、
王
子
午
の
孫
が
青
銅
器
を
鋳
造

　
出
来
る
社
会
的
地
位
に
あ
っ
た
と
も
思
え
な
い
。

⑬
『
下
寺
』
烹
六
九
⊥
二
七
〇
頁
参
照
。
四
左
伝
』
僖
二
＋
七
「
子
玉
復
治
兵
干

　
鷹
。
」
杜
注
「
鶯
、
楚
邑
。
」

⑭
王
子
午
の
別
称
「
子
庚
」
も
「
庚
」
が
「
午
」
を
構
成
要
素
と
し
て
持
ち
、
互

　
い
に
関
連
が
あ
る
。

⑮
平
勢
～
九
八
八
≡
二
〇
1
二
三
三
頁
。

⑯
門
下
寺
』
は
〔
鹸
」
字
の
獣
頭
部
を
意
識
的
に
猴
頭
に
似
せ
て
書
写
す
る
よ
う

　
に
思
え
る
。
三
七
二
頁
で
は
か
な
り
正
確
に
字
形
を
書
写
す
る
が
、
三
二
二
頁
で

　
は
、
自
説
に
都
合
良
く
素
雪
し
た
如
く
に
筆
者
は
感
じ
る
。

⑰
林
～
九
八
九
二
〇
頁
、
張
剣
一
九
九
二
五
四
頁
。

⑱
楊
山
金
一
九
五
九
一
七
八
頁
。

⑲
し
か
し
「
王
子
午
鼎
」
銘
文
の
内
容
等
か
ら
考
え
る
に
、
当
初
は
王
子
午
家
で

　
永
代
宝
用
す
る
為
に
作
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
が
、
後
期
荘
族
政
権
を

　
主
導
し
た
王
子
午
が
、
童
子
凋
を
懐
柔
す
る
手
段
と
し
て
贈
与
し
た
可
能
性
も
あ

　
ろ
う
。
ま
た
陳
偉
氏
は
、
王
子
午
死
去
の
翌
年
に
起
き
た
令
ヂ
子
南
（
公
子
追
酵
。

　
荘
族
鰻
後
の
代
表
者
）
鼠
殺
、
及
び
そ
れ
に
連
動
し
た
権
益
分
割
の
際
に
、
所
有

　
者
が
移
転
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
頷
け
る
点
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
補
完
す
べ
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き
資
料
も
無
く
、
そ
れ
以
上
は
論
じ
ら
れ
な
い
。

⑳
「
王
子
午
一
説
趙
世
網
・
夢
墨
香
一
九
九
一
、
張
商
初
一
九
八
五
、
門
公
子

　
格
」
説
　
陳
偉
　
九
八
三
。

⑳
褻
十
六
「
楚
公
子
格
帥
師
、
及
管
師
戦
子
湛
阪
。
扁
嚢
十
八
「
薦
子
漏
、
公
子

　
格
率
鋭
師
。
」

⑫
　
　
『
下
寺
』
　
ニ
ニ
四
1
＝
甥
エ
ハ
霧
只
。

⑬
　
劉
彬
徽
一
九
九
五
　
五
七
頁
。

⑳
　
　
刑
下
寺
』
の
写
真
（
図
版
八
一
～
八
二
↓
と
○
。
　
同
九
〇
・
九
｝
↓
ζ
軽
）
や

　
拓
本
（
『
下
寺
㎞
二
二
四
、
二
二
八
、
二
四
四
！
二
四
五
頁
）
を
比
較
す
る
と
、

　
竃
G
。
と
心
共
藩
本
的
な
意
匠
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
の
、
表
面
紋
様
（
特
に
取
っ
手
等

　
の
細
か
い
紋
様
）
の
緻
密
さ
に
お
い
て
鍔
蒔
の
方
が
劣
っ
て
い
る
。

⑳
　
『
左
伝
』
成
七
門
子
重
請
取
於
申
呂
以
賞
田
。
」
と
あ
り
、
こ
れ
以
前
に
呂
が

　
楚
に
属
す
る
地
に
な
っ
て
い
た
事
は
疑
い
な
い
。

⑳
　
陳
桑
一
九
八
七
　
八
四
三
～
八
四
四
頁

⑳
　
　
「
成
王
の
盟
僕
」
と
あ
る
以
上
、
成
王
期
の
申
原
へ
の
急
激
な
彊
域
拡
大
に
よ

　
り
、
呂
が
楚
の
盟
約
下
（
属
国
或
い
は
母
国
）
に
入
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
の
で

　
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

⑳
　
漸
川
和
尚
嶺
竃
囲
ζ
ト
っ
の
は
大
き
さ
が
下
賎
ζ
○
。
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
両
墓

　
は
令
郎
子
文
の
孫
、
闘
克
黄
夫
婦
墓
と
さ
れ
る
。
彼
は
閣
筆
の
時
箴
サ
に
任
ぜ
ら

　
れ
て
お
り
、
楚
の
大
夫
麟
の
入
物
だ
と
言
え
る
。

80 （556）

第
二
章
　
蓮
子
凋
と
そ
の
時
代

1
　
蓮
子
漏
以
前
の
蓮
氏

　
蓮
子
薦
は
別
に
「
鳶
子
鷹
」
「
還
（
薦
）
遠
」
と
も
称
さ
れ
る
。
『
左
伝
』
に
彼
が
初
め
て
記
載
さ
れ
る
の
は
嚢
十
五
（
葡
五
五
八
）
の
大
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

馬
任
官
に
際
し
て
で
あ
る
。
彼
は
令
サ
公
子
午
・
右
書
公
子
罷
戎
の
次
席
、
公
子
以
外
の
諸
勢
王
滝
最
上
位
に
位
置
づ
け
ら
る
が
、
そ
れ
以
前

の
政
治
的
地
位
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
突
然
の
登
場
と
言
っ
て
良
い
。
で
は
そ
れ
以
前
の
逡
氏
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ま
ず
は
そ
こ
か
ら

述
べ
る
事
に
し
た
い
。

　
単
二
は
西
周
末
期
の
楚
国
君
蛎
冒
よ
り
分
岐
し
た
黒
石
で
あ
り
、
還
・
鶯
（
ど
ち
ら
も
地
望
不
明
）
を
采
邑
と
し
て
与
え
ら
れ
、
「
還
（
薦
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
称
し
た
と
さ
れ
る
。
初
代
蓮
章
の
時
代
は
東
遷
期
直
後
、
楚
は
丁
度
武
王
の
代
で
、
彼
は
公
子
に
し
て
武
王
の
甥
た
る
身
分
に
よ
り
政
権
に

一
定
の
役
割
を
担
い
、
主
に
対
外
交
渉
に
携
わ
っ
て
い
た
。
長
期
政
権
で
あ
る
二
王
期
に
活
躍
し
た
公
子
を
初
代
と
し
て
世
風
形
成
に
到
っ
た

点
は
、
若
敷
（
闘
・
成
）
氏
・
属
氏
と
同
様
で
あ
る
。



　
し
か
し
次
の
聖
王
期
・
続
く
文
数
客
死
～
荘
散
斌
殺
～
公
子
元
失
脚
と
い
う
楚
国
内
の
混
乱
、
若
重
氏
の
全
盛
期
で
あ
る
成
王
前
期
に
は
蓮

氏
の
政
治
的
活
動
が
見
ら
れ
ず
、
政
権
中
枢
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
還
章
の
息
子
薦
呂
臣
は
、
僖
二
十
八
（
前
六
三
二
）
の
城
壁
敗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

戦
の
貴
を
取
り
自
殺
し
た
成
大
心
の
後
を
襲
い
令
サ
位
を
得
た
が
、
翌
年
闘
勃
（
若
敷
氏
）
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
の
後
も
掻
敷
氏
と
距
離
を
置
く
蓮
氏
は
、
彼
ら
よ
り
権
力
奪
取
を
企
図
す
る
荘
王
と
結
び
、
そ
し
て
薦
呂
臣
の
息
子
驚
貰
の
行
動
と
彼
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

身
の
政
治
的
地
位
の
上
昇
が
、
微
妙
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
荘
王
と
若
王
氏
と
の
間
に
決
定
的
な
対
立
を
生
じ
さ
せ
、
つ
い
に
武
力
衝
突
に
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

つ
た
（
若
年
氏
の
乱
）
。
彼
自
身
は
乱
の
当
初
に
殺
さ
れ
る
が
、
荘
王
勝
利
の
結
果
、
息
子
薦
丈
猟
が
荘
王
政
権
の
令
サ
に
就
任
す
る
。
鶯
支
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

関
連
説
話
は
後
世
「
孫
叔
母
説
話
」
と
し
て
人
口
に
野
景
す
る
が
、
実
際
の
活
動
は
殆
ど
見
い
だ
せ
な
い
。
令
サ
の
地
位
自
体
も
、
こ
れ
に
次

ぐ
官
と
し
て
「
左
サ
」
「
右
サ
」
が
創
設
さ
れ
、
荘
王
政
権
に
は
令
サ
（
こ
の
場
合
薦
玉
杯
と
半
ば
同
義
で
あ
ろ
う
）
集
権
に
対
す
る
上
浜
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
若
惚
惚
に
代
わ
る
世
族
の
代
表
格
た
る
彼
の
発
言
力
は
決
し
て
小
さ
く
無
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
現
実
は
軍
事
権
を
握
る
カ
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図2：蓮氏系図
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薦
　
　
篇
　
　
薦
　
　
鶯
　
　
鷲

◎上記の家系に含まれないが，還氏を称する者

　蓮罷　遼居　垂雪　礎射　還固　還啓彊　還園

※雇棟高ゼ春秋大事表」による。但し，篇呂臣・鶯
　質・鷺交猟三者の系譜については，異説がある。

リ
ス
マ
荘
王
を
中
心
に
彼
の
兄
弟
（
穆
族
）
が
補
佐
す
る
政
権
構
造
に
移

行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
故
に
荘
王
覇
権
を
決
定
づ
け
た
邨
の
戦
（
前
五
九
七
）

後
、
諸
勢
力
統
合
の
象
徴
的
存
在
た
る
薦
交
薇
の
政
治
的
地
位
は
下
が
り
、

史
料
か
ら
姿
を
消
す
。
こ
の
後
展
開
さ
れ
る
公
子
群
政
権
か
ら
排
除
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

蓮
氏
は
前
立
五
八
の
選
子
薦
大
司
馬
就
任
ま
で
四
〇
年
余
り
登
場
し
な
い
。

　
こ
の
時
期
の
還
氏
は
反
若
年
氏
的
立
場
で
あ
り
、
一
貫
し
て
権
力
中
枢

か
ら
距
離
を
置
く
。
こ
の
要
因
を
吉
本
　
九
九
五
で
は
「
堵
敷
斌
殺
の
際

の
敗
者
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
推
定
す
る
。
こ
の
推
論
の
当
否

は
兎
も
角
、
文
王
末
期
よ
り
続
い
た
混
乱
期
に
政
権
か
ら
排
除
さ
れ
、
結

果
的
に
反
若
樹
勢
力
を
糾
合
す
る
核
の
｝
つ
で
あ
っ
た
事
は
疑
い
な
い
。
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い
わ
ば
還
氏
は
非
主
流
的
立
場
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

2

蓮
子
福
令
第
就
任
の
背
畢
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前
節
に
述
べ
た
如
く
、
還
氏
は
楚
の
旧
世
族
で
あ
り
な
が
ら
非
主
流
的
立
場
に
置
か
れ
、
長
期
間
国
政
中
枢
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
。
蓮
氏

が
政
権
に
参
画
す
る
場
合
、
常
に
国
内
が
混
乱
に
陥
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
、
い
わ
ば
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
為
に
擁
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
反

若
敷
の
機
運
を
利
用
し
て
勢
力
拡
大
を
試
み
た
墨
黒
は
兎
も
角
、
蓮
呂
臣
・
翻
身
猟
は
皆
唐
突
に
官
職
に
就
き
、
こ
の
点
は
蓮
子
爲
も
例
外
で

な
い
。
で
は
そ
の
背
景
に
は
如
何
な
る
事
情
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
荘
王
の
死
後
、
蓮
子
薦
登
場
ま
で
の
政
権
構
造
か
ら
そ
れ
を
探
っ
て

み
た
い
。

　
既
に
述
べ
た
が
、
荘
王
の
若
赦
氏
打
倒
か
ら
中
原
で
の
覇
権
確
立
過
程
で
、
政
権
は
次
第
に
王
弟
（
穆
族
）
中
心
の
体
制
に
移
り
つ
つ
あ
り
、

王
の
死
後
、
穆
族
公
子
が
王
の
掌
握
し
た
権
力
を
順
に
継
承
す
る
言
わ
ば
共
同
政
権
を
形
成
し
た
。
し
か
し
、
国
人
と
の
長
年
の
結
び
付
き
な

る
強
力
な
基
盤
を
持
っ
て
い
た
若
敷
氏
に
比
べ
、
そ
れ
を
公
子
と
い
う
身
分
上
持
ち
得
な
か
っ
た
彼
ら
の
基
盤
は
必
然
的
に
脆
弱
で
あ
り
、
ま

た
彼
ら
が
国
君
と
の
血
縁
関
係
を
最
大
の
政
権
基
盤
と
す
る
以
上
、
長
期
的
な
政
権
維
持
に
対
し
て
次
世
代
と
の
対
立
と
い
う
構
造
的
矛
盾
を

も
内
在
し
た
。
そ
れ
が
彼
ら
の
本
質
的
弱
点
で
あ
り
、
そ
の
克
服
の
為
、
様
々
な
手
段
で
基
盤
拡
大
を
図
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
国
人
・
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

盟
国
の
負
担
増
を
招
き
、
却
っ
て
政
権
と
の
矛
盾
を
拡
大
し
、
前
五
六
八
年
公
子
壬
夫
謙
殺
を
以
て
穆
族
政
権
は
崩
壊
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
こ
れ
を
受
け
公
子
貞
（
共
王
気
）
首
班
の
前
期
欝
欝
政
権
が
成
立
す
る
。
し
か
し
前
政
権
で
生
じ
た
諸
矛
盾
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
た
。
中
原

の
要
衝
と
し
て
成
王
以
来
常
に
吾
楚
の
係
争
地
で
あ
っ
た
鄭
は
、
前
五
六
二
年
晋
同
盟
へ
最
終
的
に
帰
属
し
、
楚
の
中
原
戦
略
は
大
打
撃
を
受

け
る
。
更
に
そ
の
前
か
ら
断
続
的
抗
争
状
態
に
あ
る
東
方
の
対
呉
戦
線
も
、
東
経
＝
五
度
～
　
一
七
度
線
付
近
で
膠
着
状
態
が
続
き
、
公
子

貞
当
人
を
し
て
国
都
郵
の
防
御
強
化
を
遺
言
さ
せ
る
ま
で
に
予
断
な
ら
な
い
情
勢
で
あ
っ
た
。

　
前
五
六
〇
年
忌
王
、
そ
の
翌
年
公
子
貞
が
死
去
し
、
前
期
荘
族
政
権
は
終
わ
る
。
次
代
康
王
（
早
事
の
息
子
）
の
下
、
公
子
午
（
公
子
貞
弟
）



が
心
墨
に
就
任
し
後
期
荘
族
政
権
が
成
立
、
そ
こ
に
蓮
子
隅
も
参
画
す
る
。
薦
支
土
壌
後
見
ら
れ
な
か
っ
た
蜂
腰
の
政
権
参
加
で
あ
る
。
旧
世

事
の
政
権
参
加
に
は
、
楚
国
内
外
の
劣
勢
状
態
へ
の
動
揺
が
あ
り
、
も
は
や
世
族
と
の
妥
協
無
し
で
は
、
元
来
権
力
基
盤
の
脆
弱
な
公
子
弊
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

権
の
維
持
す
ら
不
可
能
と
な
り
、
こ
こ
で
も
従
来
と
同
じ
く
諸
勢
力
統
合
の
象
徴
と
し
て
逡
氏
の
存
在
が
必
要
に
な
っ
た
と
考
え
れ
ら
れ
る
。

　
こ
の
様
な
事
情
に
よ
り
還
子
薦
は
大
司
馬
に
就
任
す
る
。
席
次
は
令
サ
・
右
サ
に
次
ぐ
上
位
だ
が
、
大
司
馬
の
次
席
に
左
右
司
馬
が
設
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
、
何
れ
も
に
公
子
某
が
任
命
さ
れ
る
点
よ
り
、
薦
丈
猟
令
サ
時
と
同
様
に
公
子
群
の
対
抗
馬
た
る
黒
氏
へ
の
警
戒
が
見
て
取
れ
、
実
際
そ
の

危
惧
は
公
子
午
死
去
で
現
実
と
な
る
。
彼
の
在
世
時
よ
り
国
人
層
の
突
き
上
げ
を
受
け
て
い
た
康
王
は
、
荘
族
の
公
子
追
箭
が
健
在
に
も
関
わ

ら
ず
、
後
任
の
令
サ
に
還
子
薦
を
任
命
す
る
。
彼
は
賢
人
申
叔
豫
の
「
製
麺
粗
卑
図
録
、
國
不
可
爲
也
」
と
の
意
見
を
容
れ
て
病
を
理
由
に
令

サ
を
辞
し
、
そ
の
結
果
公
子
追
斜
が
令
歩
と
な
る
。
こ
の
一
連
の
流
れ
は
、
公
子
午
死
去
の
時
点
で
次
政
権
を
損
う
べ
き
声
望
が
彼
に
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

事
を
示
す
。
公
子
追
序
は
以
前
よ
り
一
部
の
国
人
と
一
種
の
家
臣
団
的
関
係
を
結
び
、
そ
れ
が
国
人
層
全
体
の
反
感
を
買
っ
て
い
た
。
故
に
公

子
追
欝
は
殺
害
さ
れ
、
実
質
的
に
公
子
午
死
去
で
空
中
分
解
し
て
い
た
後
期
荘
族
政
権
は
、
こ
こ
に
完
全
に
崩
壊
し
、
再
び
蓮
子
属
が
令
サ
に

任
命
さ
れ
る
。

漸川下寺春秋楚墓考（山田〉

3
　
蓬
子
漏
政
権

　
三
子
凋
が
再
度
令
サ
に
任
命
さ
れ
た
の
は
前
五
五
一
年
で
あ
る
。
表
面
的
に
は
従
来
の
蓮
氏
政
権
の
如
く
前
政
権
崩
壊
を
機
に
擁
立
さ
れ
た

側
面
も
否
定
出
来
な
い
が
、
今
回
は
周
辺
の
政
治
状
況
が
少
し
異
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
の
黒
黒
・
荘
族
の
流
れ
か
ら
す
れ
ば
、
康
王
の
四

達
（
共
族
）
が
政
権
を
主
導
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
『
左
伝
』
嚢
二
十
一
に
「
王
弱
」
と
記
さ
れ
、
旧
世
族
や
国
人
と
零
し

て
政
権
を
運
営
す
る
に
は
、
未
だ
若
す
ぎ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
旧
世
族
七
生
と
は
屈
建
が
還
奏
薦
政
権
に
参
画
す
る
等
、
良
好
な
関
係
を
保

っ
て
い
た
。
蓮
子
薦
は
既
に
公
子
午
死
去
の
時
点
で
楚
国
内
を
纏
め
得
る
第
　
の
選
択
で
あ
り
、
公
子
追
箭
秣
殺
に
よ
っ
て
唯
～
の
選
択
肢
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
従
来
の
還
氏
令
サ
に
比
し
、
彼
の
政
権
は
諸
勢
力
統
合
と
い
う
性
格
を
持
ち
つ
つ
も
、
自
身
の
立
場
は
強
か
っ
た
と
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言
え
よ
う
。

　
蓮
子
爲
政
権
で
は
彼
の
下
、
公
子
爾
が
司
馬
に
、
屈
建
が
莫
敷
に
任
命
さ
れ
た
。
屈
建
は
後
期
荘
族
政
権
の
十
六
厳
君
の
息
子
と
し
て
父
に

引
き
続
き
莫
敷
職
を
勤
め
る
。
公
子
齢
の
続
柄
は
一
切
不
明
。
ま
た
彼
に
関
し
て
の
記
録
は
こ
こ
の
み
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
荘
族
公
子
な
の
だ

ろ
う
が
、
公
子
追
斜
牛
殺
直
後
の
致
命
的
状
況
下
で
あ
り
、
そ
れ
を
補
う
べ
き
経
済
的
基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
彼
ら
は
、
も
は
や
発
言
力
は
小
さ

か
っ
た
だ
ろ
う
。
無
難
抑
制
的
性
格
が
強
か
っ
た
左
右
舜
（
司
馬
）
が
設
置
さ
れ
な
い
点
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
。
言
い
換
え
れ
ば
蓮
子
鷹
政
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
旧
世
族
遼
氏
が
国
人
の
支
持
を
背
景
に
主
導
権
を
握
り
、
更
に
旧
世
箔
押
氏
が
そ
れ
を
支
え
、
従
来
の
政
治
的
中
心
で
あ
っ
た
公
子
層
を
排

斥
す
る
構
造
だ
と
整
理
で
き
よ
う
。
久
し
ぶ
り
に
世
族
が
全
面
的
に
中
央
政
権
を
運
営
す
る
機
会
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

　
撫
子
薦
は
三
年
後
に
死
去
す
る
ま
で
令
歩
位
に
あ
っ
た
。
在
任
時
に
お
け
る
政
治
的
活
動
は
、
就
任
翌
年
（
前
五
五
〇
）
陳
の
内
乱
鎮
圧
・

呉
郷
出
兵
（
前
五
四
九
）
・
鍔
鳩
出
兵
（
鎖
国
四
八
）
で
あ
り
、
楚
か
ら
離
脱
し
た
旧
与
国
を
再
び
同
盟
圏
へ
復
帰
さ
せ
、
激
化
す
る
対
呉
戦
線

へ
の
対
処
が
方
針
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
自
体
は
前
政
権
と
変
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
こ
そ
が
目
下
の
急
務
で
あ
っ
た
事
を
伺
わ
せ
る
。

し
か
し
緊
張
が
続
く
対
呉
戦
線
に
対
し
、
対
中
原
で
は
晋
楚
同
盟
圏
の
陣
容
が
ほ
ぼ
固
ま
り
、
大
規
模
な
南
北
対
立
そ
れ
自
体
が
収
束
に
向
か

っ
て
い
た
。

　
対
中
原
情
勢
の
安
定
と
、
国
内
対
抗
勢
力
の
不
在
と
い
う
恵
ま
れ
た
状
況
下
で
、
彼
は
公
子
追
認
と
同
様
、
令
サ
就
任
以
前
よ
り
一
種
目
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

臣
団
形
成
を
す
る
事
で
政
治
基
盤
拡
大
を
企
図
し
た
。
し
か
し
こ
の
手
法
が
国
人
層
の
不
支
持
を
招
く
事
は
公
子
追
丁
墨
香
の
件
で
明
ら
か
で

あ
り
、
そ
れ
を
申
叔
豫
に
指
摘
さ
れ
た
還
心
添
は
彼
ら
を
遠
ざ
け
、
結
果
と
し
て
断
念
し
た
も
の
の
、
新
た
な
大
夫
層
に
蓬
氏
成
員
を
抜
擢
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
れ
に
代
え
よ
う
と
す
る
。

　
愚
老
の
勢
力
の
拡
大
は
、
穆
族
荘
族
の
公
子
・
公
孫
、
及
び
早
晩
台
頭
す
る
で
あ
ろ
う
共
族
公
子
に
対
抗
す
る
為
に
必
要
な
措
置
で
あ
り
、

ま
た
他
の
面
で
も
基
盤
構
築
を
図
っ
た
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
嘗
て
公
子
群
政
権
は
世
族
の
一
部
を
滅
し
て
そ
の
権
益
を
強
奪
・
分
配

し
た
が
、
自
ら
が
世
族
で
あ
り
、
ま
た
羅
氏
の
支
持
を
背
景
と
す
る
店
子
薦
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
中
原
情
勢
の
安
定
と
防
衛
的
側
面
が

84 （560）



漸州下寺春秋楚墓考（山田）

強
い
対
呉
戦
と
い
う
対
外
的
状
況
で
は
、
軍
事
行
動
の
成
果
を
分
配
す
る
手
段
は
使
え
な
い
。
先
の
公
子
追
斜
諌
鼓
に
伴
う
権
益
分
与
は
あ
っ

た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
他
の
手
段
を
採
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
そ
れ
を
探
る
に
は
瞳
子
濡
政
権
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
方
針
を
受
け
継
い
だ
と
見
ら
れ
る
屈
建
政
権
を
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

二
人
が
令
サ
で
あ
っ
た
時
期
は
、
蓮
氏
・
屈
氏
の
連
合
政
権
と
で
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
対
呉
戦
線
は
一
進
～
退
で
あ
っ
た
が
、
対
中

原
は
前
五
四
六
年
の
奮
楚
講
和
の
結
果
、
軍
事
的
行
動
を
伴
わ
ず
同
盟
国
よ
り
権
益
享
受
が
可
能
と
な
っ
た
。
戦
利
品
を
以
て
国
人
を
安
ん
ず

る
必
要
が
無
く
な
り
、
そ
れ
な
り
に
安
定
し
た
経
済
的
基
盤
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
屈
建
政
権
下
で
は
還
子
爲
の
息
子
薦
掩
が
司
馬
と
な

る
が
、
吉
本
一
九
九
五
で
は
還
子
鷹
の
事
例
を
踏
ま
え
、
次
に
薦
掩
が
令
サ
に
就
く
段
取
り
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
事
実
、
重
星
の
み
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ず
蓮
氏
の
政
治
的
立
場
は
、
亡
子
薦
の
声
望
や
和
平
に
よ
る
対
外
的
安
定
と
経
済
基
盤
拡
大
を
背
景
に
次
第
に
固
ま
り
つ
つ
あ
り
、
薦
掩
の
令

サ
就
任
も
時
間
の
問
題
か
と
思
わ
れ
、
政
治
体
制
も
中
原
諸
国
の
如
く
世
心
主
導
の
体
制
に
移
行
す
る
か
に
見
え
た
。

　
し
か
し
講
和
の
翌
年
に
寒
紅
・
屈
建
が
死
去
し
、
亡
師
の
政
治
的
立
場
は
必
然
的
に
沈
降
し
た
。
更
に
そ
れ
ま
で
進
ん
で
い
た
還
子
薦
↓
鳶

掩
へ
の
権
力
継
承
は
、
乃
ち
世
事
宗
主
権
の
確
立
と
い
う
中
原
型
世
塵
指
向
へ
の
流
れ
に
直
結
す
る
事
に
な
り
、
も
し
彼
の
権
威
が
確
立
す
れ

ば
今
後
政
権
に
参
画
す
る
の
は
薦
掩
の
家
系
に
限
ら
れ
、
別
家
系
の
者
が
排
除
さ
れ
る
の
は
明
白
だ
っ
た
。
そ
れ
故
に
彼
以
外
の
還
氏
大
央
は
、

共
族
公
子
乃
ち
公
子
囲
・
公
子
比
・
公
子
黒
肱
等
と
結
び
つ
き
、
内
紛
状
態
に
陥
っ
た
逡
氏
は
蕃
族
に
政
権
を
奪
わ
れ
、
薦
掩
自
身
は
大
司
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
留
ま
る
も
の
の
、
令
サ
公
子
囲
（
斎
王
）
に
謙
殺
さ
れ
、
こ
こ
に
還
氏
本
流
は
政
治
的
滅
亡
を
遂
げ
る
。

　
以
上
、
還
氏
の
政
治
的
史
的
流
れ
を
整
理
し
た
が
、
孟
子
薦
の
権
力
基
盤
と
し
て
彼
が
志
向
し
た
物
の
解
明
が
ま
だ
で
あ
る
。
屈
建
政
権
で

は
蕾
楚
講
和
に
よ
る
対
外
的
安
定
と
経
済
的
基
盤
の
確
立
を
果
た
す
が
、
こ
の
講
和
を
企
図
し
た
の
は
宋
の
向
戌
で
あ
り
、
還
子
薦
の
構
想
と

は
別
次
元
の
動
き
で
あ
る
。
ま
た
構
造
的
に
制
約
の
多
い
楚
の
世
族
は
、
安
定
し
た
基
盤
確
立
の
為
に
思
い
切
っ
た
方
法
を
採
る
必
要
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
筆
者
は
そ
の
鍵
を
握
る
の
が
漸
川
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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前
章
の
検
討
結
果
、
ζ
卜
。
被
葬
者
は
面
子
播
だ
と
い
う
結
論
に
到
っ
て
い
る
。
楚
に
は
『
左
伝
臨
荘
十
九
に
「
客
室
」
と
記
さ
れ
、
ま
た

『
史
記
』
楚
世
家
頃
嚢
王
二
一
年
に
「
先
王
墓
興
趣
」
と
記
さ
れ
る
如
く
、
王
避
難
が
国
都
周
辺
に
存
在
し
た
。
そ
れ
は
楚
最
後
の
都
寿
春
よ

り
発
掘
さ
れ
た
楚
幽
王
墓
が
裏
付
け
よ
う
。
更
に
言
え
ば
東
周
期
の
各
国
都
邑
周
辺
か
ら
は
、
国
君
や
士
以
下
の
階
層
に
属
す
墓
群
が
邑
内
も

し
く
は
近
接
地
域
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
世
族
制
の
発
掘
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
を
援
用
す
れ
ば
彼
ら
の
墓
地
も
ま
た
同
様
だ
っ
た

　
　
　
　
⑲

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
す
れ
ば
光
子
薦
墓
の
存
在
は
大
い
に
疑
問
だ
と
言
え
る
が
、
春
秋
中
期
よ
り
個
人
や
夫
婦
の
墓
が
～
族
の
墓
地
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
く
孤
立
的
に
埋
葬
さ
れ
る
事
は
、
既
に
七
五
が
指
摘
し
て
い
る
。
で
は
何
故
こ
の
地
を
墓
地
と
し
て
選
ん
だ
の
か
。
そ
の
背
景
に
益
子
濡
政

権
と
関
係
が
有
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
疑
問
の
中
心
で
あ
る
。

　
連
合
政
権
で
は
、
還
子
凋
の
家
系
の
み
な
ら
ず
蓮
氏
全
体
と
し
て
も
急
激
な
成
長
を
遂
げ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
自
勢
力
拡
大
を
図
る
還
子

薦
の
意
志
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
屈
建
政
権
で
は
、
息
子
鷺
掩
が
司
馬
（
大
司
馬
）
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
誰
の
目
に
も
次
期
令
サ
は
美
果
で
あ

る
と
思
わ
せ
、
旧
世
族
主
導
の
政
権
が
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
た
。

　
吉
本
一
九
九
五
で
は
、
楚
の
襲
撃
を
「
元
来
、
楚
の
世
族
は
複
数
の
家
系
が
緩
や
か
な
連
合
体
と
し
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
中

原
の
世
尊
に
比
し
て
明
確
か
つ
強
力
な
宗
主
権
と
い
う
も
の
を
持
ち
得
ず
、
そ
れ
が
世
族
と
し
て
の
構
造
的
脆
弱
性
を
も
た
ら
し
、
安
定
し
た

蟹
族
支
配
体
制
を
構
築
で
き
な
か
っ
た
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
。
」
と
定
義
し
、
こ
れ
は
還
氏
も
例
外
で
は
な
い
。
た
だ
、
従
来
楚
の
典
型
的

な
世
族
と
さ
れ
た
若
黒
氏
と
は
異
な
る
点
が
あ
る
。
繋
累
氏
政
権
で
は
、
複
数
家
系
の
成
員
が
一
政
芸
態
で
そ
れ
ぞ
れ
中
央
権
力
の
一
端
を
撫

っ
て
い
た
が
、
還
氏
の
成
員
が
政
権
に
参
画
す
る
場
合
、
問
題
の
蓮
子
礪
政
権
を
除
く
と
常
に
一
家
系
、
即
ち
蓮
子
凋
の
家
系
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
要
因
は
、
非
主
流
故
に
若
敷
氏
と
公
子
群
に
挟
ま
れ
て
思
う
よ
う
な
勢
力
拡
大
が
出
来
ず
、
必
然
的
に
特
定
家
系
を
中
心
に
纏
ま
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
為
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
黒
子
薦
は
言
わ
ば
諸
勢
力
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
り
、
ま
た
前
項
で
述
べ
た
還
氏
一
族
の
抜
擢
を
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行
っ
た
結
果
、
彼
は
還
氏
全
体
の
宗
主
的
立
場
を
よ
り
強
固
に
し
た
と
言
え
よ
う
。

　
蓮
子
漏
は
さ
ら
に
そ
れ
を
押
し
進
め
て
、
当
時
ま
だ
安
定
し
た
支
配
体
制
を
構
築
し
て
い
た
中
原
世
族
に
倣
い
、
鳶
支
猟
↓
逡
子
爲
↓
鶯
遠

と
続
く
家
系
の
み
を
他
の
王
氏
よ
り
超
越
し
た
存
在
、
乃
ち
強
固
な
宗
主
権
を
有
す
る
集
団
に
脱
皮
し
、
そ
の
下
に
安
定
し
た
豪
族
支
配
体
制

構
築
を
企
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
れ
は
、
屈
建
を
中
心
と
し
た
屈
氏
も
同
様
だ
ろ
う
。
）
。
ま
た
そ
の
方
針
が
国
内
に
於
い
て
安
定
的
支
配
層
構

築
と
い
う
国
人
層
の
要
求
に
も
合
致
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
言
わ
ば
自
ら
の
家
系
以
外
を
切
り
捨
て
る
こ
の
計
画
を
進
め
る
に
は
問
題
が
あ
る
。
姓
氏
の
封
邑
で
あ
る
「
鳶
」
「
還
」
邑
は
、
既
に
複
数

家
系
に
よ
っ
て
細
分
化
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
い
か
な
亡
子
凝
と
難
も
自
由
に
な
る
可
能
性
は
低
い
。
そ
こ
で
他
邑
に
そ
れ
を
求
め
た
と
考

え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
対
抗
勢
力
の
手
が
未
だ
及
ば
ず
、
ま
た
軍
事
的
に
不
安
定
で
あ
る
対
呉
戦
線
か
ら
離
れ
た
場
所
が
選
ば
れ
た
に
違

い
な
い
。
そ
れ
を
筆
者
は
漸
川
下
寺
周
辺
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
下
寺
周
辺
の
邑
と
し
て
『
左
伝
臨
は
「
析
（
白
羽
）
」
「
都
（
三
密
）
」
「
三
戸
」
の
三
瀬
を
記
す
。
何
れ
も
旧
郡
彊
域
か
そ
の
周
辺
の
邑
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
近
い
の
は
都
（
心
密
）
で
あ
る
が
、
郡
自
体
は
前
七
世
紀
に
は
呼
水
の
よ
り
下
流
へ
遷
っ
て
お
り
、
秦
楚
智
が
一
帯

の
帰
属
を
争
っ
て
い
た
。
し
か
し
問
題
の
前
六
世
紀
半
ば
に
は
方
城
・
漢
水
を
境
と
す
る
楚
の
本
拠
と
も
言
う
べ
き
彊
域
の
一
部
を
形
成
し
て

い
た
。
こ
の
流
れ
は
楚
の
大
夫
墓
で
あ
る
下
寺
－
五
の
存
在
で
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
霊
山
の
死
後
、
一
時
期
「
許
」
が
「
析
」
に
遷
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

（
前
五
二
四
）
が
、
前
五
世
紀
前
半
に
は
楚
都
鄭
陥
落
の
混
乱
に
乗
じ
て
か
、
「
夷
虎
」
が
こ
こ
を
掌
握
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
還
子
薦
政
権
下
で
は
、
北
方
の
秦
と
は
長
年
の
友
好
関
係
を
保
ち
、
留
と
は
大
規
模
な
軍
事
衝
突
も
無
く
、
後
に
講
和
が
成
立
す
る
等

安
定
し
て
お
り
、
更
に
秦
と
後
の
蓬
田
経
由
で
ま
た
中
原
や
楚
都
郵
に
は
漢
水
沿
い
に
容
易
に
往
来
出
来
る
利
点
が
あ
っ
た
。
楚
の
伝
統
的
北

伐
ル
ー
ト
「
都
↓
宛
（
申
）
↓
方
城
」
の
道
筋
か
ら
は
外
れ
る
が
、
何
時
で
も
そ
こ
に
影
響
を
及
ぼ
せ
る
距
離
に
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
他
勢
力

の
干
渉
を
受
け
る
危
険
性
も
少
な
い
し
、
交
通
の
要
衝
に
至
近
で
あ
る
利
点
は
棄
て
が
た
い
。
遽
子
隅
に
と
っ
て
正
に
理
想
的
な
地
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
。
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⑬

　
愚
子
薦
は
従
来
の
基
盤
か
ら
離
れ
、
こ
こ
を
自
己
家
系
の
み
の
邑
と
す
る
べ
く
企
図
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
他
家
系
を
も
包
括
す

る
故
に
そ
れ
に
縛
ら
れ
る
旧
世
族
を
離
れ
、
蓮
子
薦
↓
薦
掩
の
家
系
を
逡
氏
本
体
か
ら
独
立
さ
せ
、
還
氏
ひ
い
て
は
世
族
全
体
を
も
支
配
し
よ

う
と
す
る
意
図
が
伺
え
る
。
そ
の
為
、
従
来
の
一
族
墓
地
か
ら
離
れ
自
ら
の
墓
地
を
造
営
し
た
の
だ
ろ
う
。
無
論
遼
子
薦
の
死
後
は
、
息
子
薦

掩
に
そ
れ
ら
を
継
が
せ
る
予
定
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
　
連
の
行
動
に
は
、
当
然
屈
氏
と
国
人
の
支
持
が
伴
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
も
し
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
先
の
諸
公
子
の
如
く
謙
殺
さ
れ
た
事
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
権
力
継
承
が
順
調
に
行
け
ば
、
そ
れ
が
中
原
型
世
世
に
移
行

す
る
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
屈
建
の
死
・
共
族
政
権
成
立
・
上
汐
奪
権
と
目
ま
ぐ
る
し
く
動
く
状
況
の
下
、
鶯
掩

は
殺
害
さ
れ
そ
の
「
室
」
は
奪
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
下
寺
一
帯
は
W
V
の
存
在
か
ら
判
る
よ
う
に
、
楚
の
眼
炎
層
の
手
で
支
配
さ
れ
た
ら
し
い

が
、
既
に
蓬
氏
の
姿
は
無
い
。
籍
甚
王
ク
ー
デ
タ
ー
に
参
加
し
た
「
蓮
氏
之
族
」
も
要
撃
本
来
の
薦
・
還
に
戻
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
、

連
合
政
権
が
短
か
か
っ
た
為
、
本
格
的
な
移
住
の
機
会
を
失
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
か
く
し
て
、
漸
川
下
寺
に
蓮
子
濡
の
墓
は
孤
立
す

る
事
に
な
っ
た
。

　
①
門
楚
公
子
午
爲
令
騨
、
公
子
罷
戎
右
タ
、
薦
子
薦
爲
大
司
馬
、
公
子
嚢
子
爲
右
司
　
　
　
　
　
司
馬
に
就
任
す
る
。

　
　
馬
、
公
子
製
轟
轟
司
馬
、
屈
平
目
莫
敷
、
公
子
追
鋳
県
界
、
養
由
藤
爲
宮
厩
歩
、
　
　
⑥
鷹
交
猟
就
任
の
背
景
と
し
て
、
吉
本
一
九
九
五
で
は
若
敷
氏
体
制
か
ら
疎
外
さ

　
　
以
国
事
人
。
扁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
世
族
代
表
と
し
て
の
還
氏
の
価
値
、
及
び
そ
れ
を
背
量
と
し
た
国
人
層
の
支

　
②
　
　
「
潜
夫
論
隔
志
氏
姓
「
蛎
冒
生
薦
章
、
王
子
無
鉤
也
。
」
『
通
志
』
氏
族
略
「
鶯
　
　
　
　
　
持
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
上
食
邑
玉
転
、
故
事
命
氏
。
」
『
左
伝
隔
僖
二
十
七
杜
注
「
薦
、
楚
邑
。
不
詳
今
所
　

⑦
若
敷
氏
政
権
で
は
軒
下
は
軍
帥
と
な
り
軍
を
率
い
た
が
、
荘
王
政
権
下
で
の
事

　
　
在
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
は
な
い
。
鶯
斐
猟
は
都
の
戦
に
は
詞
行
ず
る
も
の
の
、
開
戦
に
は
消
極
的
で
あ

　
③
蕊
呂
臣
が
一
年
で
令
歩
位
を
逐
わ
れ
た
理
由
を
、
吉
本
～
九
九
五
は
『
左
伝
隔
　
　
り
、
実
際
の
戦
闘
で
も
全
軍
に
橡
を
飛
ば
す
程
度
で
あ
る
。
ま
た
政
治
的
に
も
前

　
　
僖
二
十
八
「
奉
野
里
已
、
不
在
篤
実
。
」
な
る
晋
繁
忙
の
蓮
軽
羅
評
価
を
引
き
、
　
　
　
　
　
年
の
折
築
城
の
際
に
指
導
的
役
鶴
を
果
た
し
た
記
事
の
み
で
あ
る
。
鶯
文
猟
は
、

　
　
彼
が
令
テ
就
任
に
際
し
て
鷲
敷
氏
の
よ
う
な
国
人
と
の
関
係
構
築
を
怠
っ
た
と
推
　
　
　
　
　
政
治
的
軍
事
的
に
強
大
な
力
を
有
し
、
王
の
代
理
人
と
も
言
う
べ
き
若
数
氏
令
歩

　
　
定
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
荘
王
の
補
完
的
役
割
を
担
う
に
過
ぎ
な
か
っ
た
姿
が
見

　
④
　
還
氏
の
反
若
敷
氏
的
立
場
は
、
谷
口
一
九
八
　
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
て
取
れ
よ
う
。

　
⑤
子
文
の
死
後
工
業
に
就
任
し
た
薦
買
は
、
畿
需
を
用
い
て
令
サ
闘
般
を
殺
し
、
　
　
⑧
公
子
群
政
権
の
推
移
は
、
齋
藤
一
九
八
○
の
他
、
吉
本
一
九
九
五
に
纏
め
ら
れ
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て
い
る
。

⑨
軍
事
的
勝
利
を
利
用
し
た
権
益
再
配
分
の
試
み
は
、
郡
陵
の
敗
戦
（
前
五
七

　
五
）
・
前
五
八
四
年
に
始
ま
る
対
呉
戦
の
苦
戦
に
よ
り
、
反
っ
て
国
人
の
軍
事
的

　
負
担
を
増
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
盟
国
か
ら
の
収
奪
強
化
は
、
結
果
と
し

　
て
前
五
七
一
年
の
郷
・
翌
年
に
陳
の
離
反
と
い
う
状
況
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。

⑩
吉
本
一
九
九
五
は
、
荘
族
政
権
で
の
公
子
貞
集
権
傾
向
と
、
彼
の
死
後
令
歩
を

　
継
い
だ
弟
公
子
午
政
権
下
で
の
世
族
等
諸
勢
力
と
の
妥
協
と
言
う
異
な
る
側
面
を

　
指
摘
す
る
。
氏
は
両
者
を
岡
じ
用
語
で
取
り
扱
う
が
、
そ
の
政
権
構
造
は
著
し
く

　
異
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
本
論
で
は
荘
族
政
権
を
前
後
期

　
に
分
け
る
。

⑳
ζ
b
。
”
c
。
b
⊃
の
銘
文
に
「
新
命
重
文
□
雁
受
天
命
、
偲
用
…
」
と
あ
る
の
は
、
或

　
い
は
こ
の
当
時
の
事
情
を
反
映
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑫
こ
の
時
期
、
大
鷺
馬
蓮
子
薦
の
謝
恩
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
本
文
で
述
べ
た
理

　
由
の
他
、
楚
の
軍
事
的
劣
勢
を
踏
ま
え
た
公
子
午
の
対
外
消
極
策
が
背
景
に
あ
っ

　
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑬
門
左
伝
」
襲
二
＋
瓢
「
楚
漱
起
有
寵
於
令
歩
子
南
、
未
払
而
有
馬
激
＋
乗
。
楚

　
人
患
之
、
王
將
討
焉
。
扁

⑭
吉
本
一
九
九
五
は
こ
の
理
由
と
し
て
、
楚
の
絶
頂
期
の
荘
王
期
に
露
払
で
あ
っ

　
た
薦
出
猟
の
息
子
と
い
う
蓮
子
鵡
の
血
筋
が
背
景
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。

⑮
　
　
「
左
伝
』
嚢
二
十
二
「
有
寵
於
還
子
者
八
人
、
皆
無
禄
而
鞍
馬
。
…
辮
八
人
者
、

　
而
覇
王
安
之
。
」

⑯
還
啓
彊
（
前
五
四
九
初
見
）
・
蓮
罷
（
前
五
四
六
初
見
）
は
、
お
そ
ら
く
選
子

　
鷹
に
よ
り
抜
擢
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
両
者
と
選
子
凝
と
の
関
係
は
不
明
で

　
あ
る
が
、
薦
丈
猟
↓
継
子
濡
と
続
く
家
系
と
は
別
の
蓮
氏
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑰
胴
左
伝
」
嚢
二
十
五
「
楚
子
以
減
野
鳩
賞
子
木
。
僻
田
先
大
夫
薦
子
之
功
也
。

　
以
與
鶯
掩
」
と
、
難
壁
が
鷺
掩
を
立
て
て
い
る
記
事
が
見
え
、
ま
た
『
左
伝
』
嚢

　
二
十
七
「
楚
蓬
罷
如
晋
泡
盟
、
晋
侯
享
之
。
…
…
逡
氏
之
有
後
於
楚
置
也
。
」
の

　
記
事
は
、
遼
氏
が
楚
の
支
配
履
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
事

　
を
示
し
て
い
る
。

⑱
昭
十
三
の
反
霊
王
ク
；
デ
タ
ー
に
参
加
し
た
諸
勢
力
に
「
蓬
氏
之
族
」
が
見
ら

　
れ
る
。
同
年
會
箋
は
「
国
是
令
勢
孫
叔
数
之
孫
。
而
令
サ
子
凝
之
子
…
其
族
當
盛
。

　
故
先
提
之
。
」
と
こ
の
「
族
」
が
選
掩
の
家
系
に
属
す
る
集
団
で
あ
る
事
を
指
摘

　
す
る
。

　
　
お
そ
ら
く
彼
の
死
後
「
室
」
は
没
収
さ
れ
る
が
、
な
お
人
的
結
合
は
保
た
れ
て

　
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
播
身
分
を
世
襲
し
続
け
る
事
が
世
族
存
立
の
根
幹
に

　
拘
わ
る
中
原
世
族
と
異
な
り
、
政
権
中
枢
か
ら
排
除
さ
れ
て
も
存
立
可
能
で
あ
っ

　
た
楚
世
族
の
独
自
性
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
篇

　
掩
の
家
系
よ
り
政
権
担
当
者
は
現
れ
ず
、
政
治
的
に
滅
亡
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

⑲
学
都
郵
と
さ
れ
る
湖
北
紀
南
城
周
辺
か
ら
は
、
春
秋
～
戦
国
に
か
け
て
の
墓
群

　
が
大
鋸
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
『
下
寺
隔
や
李
零
氏
も
そ
れ
等
を
踏
ま
え
て
、
下

　
寺
楚
墓
群
を
「
王
族
墓
」
「
還
氏
一
族
墓
」
と
推
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
楊
寛
一
九
八
一
蕊
頁
。

⑳
「
析
（
白
羽
と
↓
河
南
西
峡
縣
西
關
外
「
＝
＝
戸
」
↓
河
南
漸
川
縣
西
南
丹

　
江
之
南
　
「
都
」
（
親
密
）
↓
河
南
漸
川
論
理
西
南
　
※
地
望
は
何
れ
も
門
中
国
歴

　
史
地
図
集
隔
第
一
偲
　
欝
欝
駿
主
思
　
地
図
出
版
社
　
一
九
八
二
に
従
う
。

⑫
　
後
に
楚
は
夷
虎
を
排
除
し
、
再
び
自
彊
管
下
に
再
編
成
す
る
事
に
成
功
す
る
。

　
夷
虎
絨
麗
の
原
因
は
、
郵
陥
落
（
前
五
〇
六
）
時
の
混
乱
に
よ
り
、
楚
出
域
全
体

　
が
権
力
空
白
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
為
で
あ
ろ
う
。
夷
虎
へ
の
出
兵
も
、
四
域
再

　
編
成
の
～
環
で
あ
る
事
は
、
咽
左
伝
』
哀
公
四
「
夏
、
楚
人
既
記
夷
虎
、
乃
謀
北

　
方
。
…
…
司
馬
起
、
豊
、
析
與
狭
戎
、
以
盤
上
雛
。
」
と
い
う
記
事
か
ら
確
認
さ

　
れ
る
。

⑳
　
た
だ
、
世
族
の
権
力
維
持
の
根
幹
は
国
都
に
て
政
権
を
担
当
す
る
と
い
う
一
点
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に
あ
り
、
邑
の
所
有
が
権
力
構
築
の
最
大
の
基
盤
で
は
な
い
。
ま
た
富
浜
に
与
え

ら
れ
た
量
は
、
｝
カ
所
の
み
に
固
定
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
礎
子
薦
の

結

瓢ra口

場
合
、
新
た
に
世
族
を
作
る
と
い
う
点
に
羅
的
が
あ
り
、

琶
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
為
の
基
礎
と
し
て
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以
上
、
漸
川
下
寺
春
秋
楚
墓
群
の
解
明
及
び
派
生
す
る
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
。
本
墓
群
は
春
秋
中
期
～
後
期
に
か
け
て
の
大
夫
層
以
上
の

墓
葬
が
見
ら
れ
、
楚
墓
の
編
年
に
対
し
有
益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
本
論
の
検
討
の
結
果
、
最
大
墓
の
ζ
N
が
『
下
寺
瞼
の
指
摘

す
る
「
王
子
午
」
墓
で
は
な
く
、
「
蓮
子
鷹
」
墓
で
あ
る
事
が
確
認
さ
れ
た
。
更
に
君
命
全
体
に
つ
い
て
一
貫
し
た
性
格
付
け
を
す
る
事
は
殆

ど
不
可
能
で
あ
り
、
せ
い
ぜ
い
下
寺
一
帯
を
支
配
し
た
大
夫
層
の
墓
で
あ
ろ
う
と
し
か
雪
え
な
い
事
も
明
白
に
な
っ
た
。

　
ま
た
春
秋
戦
国
時
代
を
通
じ
て
、
被
葬
者
が
文
献
上
の
特
定
個
人
と
結
び
つ
く
事
は
極
め
て
稀
と
暫
え
る
。
そ
の
点
で
も
ζ
卜
。
の
存
在
は

卿
身
分
埋
葬
の
事
例
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
地
に
令
サ
を
務
め
た
人
物
の
墓
が
あ
る
の
も
奇
妙
で
あ

り
、
当
然
生
ず
る
「
な
ぜ
こ
こ
に
蓮
子
薦
が
葬
ら
れ
た
の
か
。
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
彼
の
出
身
蛮
族
で
あ
る
帰
塁
が
非
主
流
的
立
場
に

置
か
れ
て
い
た
歴
史
的
背
景
、
公
子
群
政
権
の
本
質
的
矛
盾
が
引
き
起
こ
す
不
安
定
性
を
克
服
す
る
為
、
彼
が
従
来
の
墨
型
世
族
か
ら
中
原
型

世
心
へ
の
脱
却
を
図
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
据
苗
下
寺
周
辺
に
自
己
勢
力
扶
植
を
試
み
、
結
果
と
し
て
彼
が
当
地
に
葬
ら
れ
た
と
考
え
た
。
連

合
政
権
の
時
期
が
短
期
で
あ
っ
た
為
、
そ
の
成
果
は
表
面
に
現
れ
難
い
が
、
蕊
掩
殺
害
や
算
氏
内
紛
の
背
景
が
そ
れ
を
裏
付
け
し
て
い
る
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
本
論
で
数
多
く
言
及
し
た
吉
本
　
九
九
五
は
「
若
敷
氏
の
乱
の
教
訓
は
、
以
後
、
特
定
家
系
の
世
襲
的
政
権
独
占
へ
の
楚
の
支
配
者
層
の
忌

避
を
動
機
付
け
、
旧
塾
舎
・
公
子
層
な
ど
最
上
級
支
配
層
に
お
け
る
政
権
交
代
を
常
態
化
さ
せ
た
。
」
と
楚
に
世
族
支
配
体
制
に
対
す
る
忌
避

が
存
在
し
た
事
を
述
べ
る
。
氏
は
そ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
が
霊
王
奪
権
で
あ
り
、
そ
れ
は
失
敗
す
る
も
の
の
、
楚
の
国
選
は
国
君
専
権

に
向
か
っ
た
と
し
、
そ
れ
以
前
の
連
合
政
権
に
つ
い
て
は
公
子
群
政
権
に
含
め
て
論
ず
る
。
従
来
、
両
者
の
間
に
埋
没
し
て
き
た
こ
の
政
権
は
、
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不
安
定
な
国
内
を
立
て
直
す
為
、
楚
の
世
族
を
強
力
な
宗
主
権
を
中
心
と
す
る
中
原
型
世
羅
に
再
編
し
、
そ
れ
を
以
て
国
内
の
長
期
安
定
支
配

を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
戦
国
期
へ
通
ず
る
国
君
専
権
体
制
の
試
み
以
前
に
、
半
ば
恣
意
的
で
は
あ
る
が
、
中
原
の
春
秋
人
世
族
支
配

体
制
と
い
う
別
な
方
向
性
を
志
向
し
た
も
の
だ
っ
た
と
評
価
出
来
よ
う
。

　
し
か
し
そ
の
歯
黒
よ
り
公
子
群
が
排
除
さ
れ
る
事
は
、
中
原
諸
国
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
り
、
薦
掩
と
共
族
と
の
対
立
は
当
然
の
帰
結
で
あ

っ
た
。
彼
の
死
後
、
楚
の
旧
丁
霊
が
政
権
を
握
る
こ
と
は
無
い
。
雷
っ
て
見
れ
ば
彼
ら
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
本
論
で
は
、
漸
川
下
寺
と
の
拘
わ
り
に
つ
い
て
蓮
子
薦
及
び
還
氏
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
て
き
た
が
、
別
に
楚
の
地
方
経
営
の
観
点
か
ら
の

論
究
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
膨
大
な
彊
域
を
有
す
る
楚
の
地
方
経
営
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
春
秋
県
制
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
事
が
多

く
、
ま
た
世
族
邑
に
関
し
て
も
、
彊
域
の
拡
大
以
前
の
状
態
を
以
て
言
及
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
楚
で
は
世
族
の
成
貴
で
あ
り
な
が
ら
県
の

サ
（
公
）
を
務
め
る
例
が
多
く
見
ら
れ
、
甚
だ
し
く
は
沈
諸
梁
の
如
く
非
常
の
場
合
な
が
ら
県
公
と
令
歩
・
司
馬
を
兼
ね
る
例
も
存
在
す
る
。

ま
た
四
子
吉
の
如
く
温
位
に
あ
る
入
物
が
地
方
に
埋
葬
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
楚
の
世
族
は
中
央
政
権
に
拘
わ
ら
ず
と
も
、
地
方
で

長
期
間
存
続
が
可
能
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
地
方
経
営
の
制
度
や
実
態
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
な
県
公
の
世

襲
云
々
や
地
方
の
邑
が
楚
国
政
に
関
し
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
楚
史
の
み
な
ら
ず
春
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。
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海川下寺春秋楚墓考（山田）
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The　Expanding　Role　of　Parishes　in　Early　Modem　London：

　　　　　　　　　　Refiections　on　the　“London　Crisis”

by

MIYAGAwA　Tsuyoshi

　　LoRdon　（the　City　arid　its　suburbs）　experieRced　explosive　population　growth　and

an　influx　of　migratory　labourers　in　the　late　sixteenth　and　early　seventeeRth

centuries　which，　according　to　standand　scholarship，　1ed　to　an　adminlstrative　crisis．

Recently，　however，　scholars　have　emphasized　the　stability　of　early　modern

London，　paying　particular　attention　to　the　solidarity　of　LondOn’s　social　substratum．

The　author，　following　these　leads，　intends　to　examine　parishes　in　order　to　reveal

how　they　reacted　td　the　changes　which　occurred　during　the　reigris　of　Elizabeth　I

and　James　1．

　　The　pime　duty　of　parishes　was　to　promote　church　attendance．　ln　addition，

parishes　became　heavily　involved　in　controlling　vagrants，　eradicating　plague　and

providing　relief’for　the　poor．　ParaHel　to　these　developments，　“se｝ect　vestries”

were　established　which　thereby　concentrated　authority　in　the　hands　of　a　smaH

number　of　parishioners　in　order　to　more　effectively　admnister　each　parish．　ln

short，　the　administrative　functions　of　parishes　expanded　in　response　to　the

changes　caused　by　population　growth．

The　Graves　of　Xia－sil　Xi－C’huan漸川下寺春秋楚墓：Refiections　on　the

　　　　　　Number　Two　Chu　Tomb　and　the　SPring　and　Autumn　Era

by

YmnA　Takahito

In　October　1977，　Chu　tombs　dating　from　the　mid　to　late　SPn’ng　and　Autumn

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（637）



Per・iod　were　discovered　in　Southern　Henan　Province．　Each　tomb　consisted　of　the

graves　of　senior　or§cials．　Some　controversy　exists　as　to　whether肋㎎一密肱王

子午or晩’一2ゴP6㎎蓬子1馬was　buried　in　tomb　number　two，　the　most　extensive

stmcture．　The　author　reveais　that　P’Yei－zi　Peng　is　buried　in　the　tomb　and　that　the

Chu　tombs　were　built　by　the　Xia－si．　Thereupon　the　auther　explores　the

background　of　MZei－zi　Peng，　who　was　a　member　of　the　arlstocratic　Wei－shi　i董氏

clan．　Finally，　tke　author　analyzes　We－zi　Peng’s　regime　and　the　political　reforms

he　enacted，　which　caused　power　to　shift　from　an　adiance　of　old　Chu　aristocrats　to

one　of　Z〃。㎎耀α％中原aristocrats，　thereby　enabling　Wei－zi　Peng　to　control　the

Xia－se　Xi－C’huan　regions　in　the　process．

Hell　and　Judgement　in　Medieval　Chna：　Law　and　Justice　as　seen

　　　　　　　　　　　　　through　T’ang　Tales　of　Damnation

by

PAI〈　Yonchoru

　　To　date，　legal　scholarship　has　focused　on　the　institutional　mechanisms　of

Chnese　law　and　ignored　popular　aetitudes　regarding　law　and　justice．　Justice　can

oniy　be　understood，　however，　when　laws　are　situated　in　a　social　context．　The

author　intends　to　explore　contemporary　T’ang　attitudes　regalding　law　and　justice

by　examining　T’ang　era　taies　of　damnation．　These　tales　consist　of　judgements　of

hell　wbich　were　modeled　after　worldiy　judgements．　The　absence　of　any　sense　of

divine　justice，　as　found　in　the　West，　coupled　with　a　traditional　betief　iri　immortality，

caused　these　judgements　of　hell　to　lose　their　ir｝itial　severity，　becoming　increasingly

worldly　before　disappearing　entirely．　Precisely　because　the　judgements　of　these

tales　mirrored　the　fashions　of　the　secular　world，　the　attitudes　found　iR　these　ta｝es

accurately　reflect　contemporary　T’ang　attitudes　regarding　law　and　justice．　lt　thus

becomes　evident　that　a　coltception　of　empathy　undexpinned　T’ang　law　and　justice．
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